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・1000cc クラスの大衆自動車が一般大衆に広く普及

・東日本大震災

・鹿沼ぶっつけ秋祭りが、

ユネスコ無形民俗遺産に登録される。・金融危機・バブル崩壊

・阪神淡路大震災・湾岸戦争 ・長野オリンピック開催 ・アテネオリンピック開催

・リーマンショック

・アメリカ同時多発テロ

・windows95 発売

・東京オリンピック開催 ・大阪万博開催 ・第一次オイルショック ・第四次中東戦争 ・イラン、イラク戦争 ・プラザ合意

・スーパーカーブーム ・バブル景気が始まる ・新元号「平成」がスタート

・ベルリンの壁崩壊・首都高一号線開通

・建築基準法制定 ・建築基準法一次改正 ・建築基準法二次・三次改正 ・建築基準法四次改正 ・建築基準法五次改正 ・建築基準法六次改正 ・建築基準法七次改正 ・建築基準法八次改正 ・建築基準法九次改正 ・建築基準法十次改正

・LDK 浸透当時の社会動向
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渡邉家 ( 旧阿部家 ) 住宅増改築史
積み重なる要請と判断の連続の末 ... .

渡邉家住宅 ( 旧阿部家住宅 ) が建設。職人である祖父の独立を機に、木造平屋、延べ
床面積 42 ㎡の小さな住宅として建設。祖父・祖母・叔母の 3 人が居住していた。

・1990_ 母と父が結婚。父の勤務先の関係から、再びこの住宅に住み始める ( 居住者の変更 )。
　　　　しばらく二人暮らしが続いたことから、部屋数が余っていた。

・1990_ 二階北側の夫婦寝室にダブル別途が設置。

・1990_ ふたりの結婚に伴い、複数の改修案等が検討された。（ ① 南面戸袋の壁を壊し採光面積を増やす。②居間を一階から明るい二階へ移す。　
　　　　③脱衣所を新設する。) しかし、金銭的な問題や父方の祖父の横暴な改修によって、どの要請も叶えることはできなかった。

・1997_ 二人の間に双子 ( 渡邉とその姉 ) が誕生。当時は全員で 8 畳の寝室に川の字で寝ていた。

・2011_ 父が中古住宅を購入し、家族全員が引っ越す。
　　　この住宅は再びの空家になる。

・1963_ 祖父と祖母に第二子が誕生 ( 渡邉の母にあたる )
・1960_ 祖父と祖母に第二子が誕生 ( 渡邉の叔母にあたる )

・1960~ 西側外壁と屋根で仕事用の資材を乾燥させるようになる。

・196?_ 祖母が庭で畑を始める。

・198?_ 祖父の腕が見込まれ、今宮神社の天水桶の鋳型制作を依頼される。

・1978_ 叔母が一人暮らしを始めたことにより、居住者が 3 人になる。

・2005_ 二階の南側の部屋に祖父の家のピアノを設置。
・2000_ 新車を購入 ・2008_ 新車を購入 ・2009_ 県道が整備される。

・2009_ 渡邉の部屋と姉の部屋ベッドが置かれる。

・1995_ 父が windows95 を購入。

・1960_ 嫁入りタンスが寝室に、円形テーブルが居間に置かれる。 ・1973_ 階段正面に洗面所を設置。

・1960_ 祖父が原付を購入。取引先への主な移動手段となっていた。

・1964_ 東京オリンピックに合わせてカラーテレビを購入。
・1966?_ 大衆自動車を購入。近所で唯一車を所有していた。

・1966?_ 車の購入により庭が消滅。祖父の趣味や家事の場所が要求される。

・196?_ 固定電話を工場に近接した廊下に設置。近所で電話を設置している唯一の家だったため、近所の電話番を引き受けていた。

・197?_ 祖父が資材保管用の別の土地 ( 現祖父の家 ) を購入 ・1980 _ 以前祖父が購入した土地に二世帯住宅と工場を新設。
　　　　この住宅から引っ越し、空家になる。・1960_ 祖父と祖母に子供ができるに伴い、家を建てる。 ・197?_ 北側隣家が取り壊され、すぐに住宅が建設。新しい住宅は

　　駐車場を考慮し、道路から距離をとった配置計画となっている。 ・198?_ 前面道路の素材が土からアスファルトになる。

・198?_ トタン屋根に修繕の塗装がされる

・1955_ 敷地周辺が、水田から部分的に住宅が建ち始める。ほとんどが貸家だった。

祖父の独立を機に母屋東側に祖父の仕事
用の工場が、その南側に資材庫が新設さ
れた。
工場は内部では中廊下から、外部では庭
から入ることができていた。

叔母と母の成長に伴い、姉妹部屋の新
設が要請された。工場の一部に床をお
いて姉妹部屋にするにあたり、工場の
面積が減少することから資材庫を撤去。
工場の南側に鉄骨の下屋を増築した。
下屋の上部はテラスとなり、屋外から
ハシゴでアクセスしていた。

姉妹別々の部屋を設けることを主要目的とし
て、木造工場を破壊し、その跡地に鉄骨造の
二階建てを増築した。二階は姉妹部屋に、一
階は既存の鉄骨下屋を鉄骨にドッキングさせ、
すべて祖父の仕事場となった。

姉妹別々の部屋を設けることを主要目的として、木造工場を破壊し、その跡地
に鉄骨造の二階建てを増築した。二階は姉妹部屋に、一階は既存の鉄骨下屋を
鉄骨にドッキングさせ、すべて祖父の仕事場となった。

　子どもの出産の時期に合わせて、工場の
一部に床を敷設・壁を新設する形で将来必
要になるであろう室を増築した。散りの見
える真壁式の母屋に対し、鉄骨部分は大壁
式であるため、既存と増築の新旧対比構造
が視覚的に露わになっている。

　夫婦の寝室が二階の北側に設けられた。従来の寝室であった一階の八畳空間
と、祖父の仕事場 ( ○○㎡ ) が巨大な納戸のような用途になる。居住はしている
ものの、中身は空き部屋の多い部分空家的な住宅になる。

家族の引っ越しのため空家になるこ
とに伴い、不審者の侵入を避けるた
めの措置として、道路面をすべてア
ルミ柵で仕切り策を施した。この柵
は現在も変わらず残っている。

　道路と自身の土地との境の明示・祖父の趣味である盆栽を
守る目的で、祖父が自身の手で背の低い木の柵を立てる。

 車の購入に伴い、工場への資材搬入のために元々
設けられていた庭が駐車場に用途を変える。

 　盆栽をバルコニーで育てるようになったため、プライベート
を保護するための道路面の柵が不要になり、撤去。

 　ベビーカーでの出入りの際の段差解消のため、玄関ポーチの
アスファルトに付随する形で、新たにアスファルトが打たれた。

　兄弟の成長に共ない、各々の部屋を設けるこ
とが要求された。工場の下屋部分を撤去し階段
と東側隣家に挟まれた場所に部屋が増築され
た。平面的に見ると完全な矩形形状になり、建
物が冷凍保存状態になる。

旧阿部家住宅建設（第 1 期 _1960）

工場の新設（第２期 _1960)

仕事場の増築・居室の新設（第 3 期 _1968)

鉄骨二階建ての増築（第 4 期 _1973)

空家への備え (1980)

道路面に低い柵が立つ (196?)

産業化と既存建物のギャップ (1966)

道路面の柵撤去 (1973)

玄関ポーチの補強  (1997?)

工場北側に床を張り、室をつくる。( 第 5 期 _1997)

父方の祖父による渡邉家住宅の切断 (1990)

ハードの変化が伴わないことで部分空家化 (1990)

工場下屋部分の撤去・姉部屋の新設 ( 第 6 期 _2009)

ハードに加わった大きな変更
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空家の状態が続く渡邉家住宅 2020

< 渡邉家住宅 > 増改築史と要請・生活の履歴  

　この年表では、「実際に渡邉家住宅自身に変更が加わったタイミン

グとその内容」そして「変化を引き起こしたであろう要請・生活の

履歴」の相関関係を図示している。

　渡 辺 家 住 宅 に は 大 き く 分 け て 6 度 の 増 改 築 が な さ れ て い る 。 当 然

だ が 、 そ の ど れ も が 特 定 の 要 請 が 加 わ る こ と を ト リ ガ ー と し て 引 き

起 こ っ て い る 。その要請は、単に内側から引き起こる居住者側から

の欲求に起因しているのではない。モータリゼーション化や LDK 様

式の浸透などの「外側の論理」によるもの、旧来からの敷地周辺環

境の特異さ等の「バックグラウンドに潜む論理」によるものも要請

の追加を引き起こす因子の一つだ。

　一つ一つの増改築と要請を擦り合わせて見ていくと、要請が存在

するにもかかわらずそれをキャンセルしてハードの変化が引き起

こっていない瞬間や、強い要請がないにもかかわらず、" 一応の措置

" として定量の変更が加わっている瞬間が散見される。こ の プ ロ ジ ェ

ク ト で は 、 そ れ ら を ひ と つ ひ と つ 点 検 し 、 変 更 を 加 え る 瞬 間 を 精 査

し た 上 で 、 実 際 の 介 入 を 検 討 し て い く 。

　昨日の絶対が明日はどうなるかわからない不確実な社会において、人にとっては揺れ動く環境に身を投じることはむしろは有意義かもしれない。しか

し、" 竣工 " という概念が一般的な日本において、一度はある固定された状態になることではじめて成立する建築は、そのような動的な環境に身を委ね

ることは困難な事物の最たる例である。一方で、安易に経済原理を優先させることで、今まで醸成されてきた文脈が簡単に上書され続けてしまうことも

ある。そのような頑固な側面と流動的な側面といった二面性を持つ " 建築 " が、動的で不確実な環境に対して丁寧に反応し続けるために、設計者にはど

のようなか介入が可能か。

主題 _ 時間と建築

射程 _ 建築が社会の変化に反応を示し続けるために、建築家には本当に何が可能か。

 写真の赤い屋根が特徴的な建物が、今回の設計対象の住宅 (私の生家。以降渡邉家住宅と記載 )である。1960年に建設されたこの住宅は、居住者を変えながら、

大きく分けて 6 階の増改築を経て、現在は二回目の空家期が 8 年続いている。各増改築の来歴を住宅の現状・母の記憶・祖父の写真から紐解くと、それら

はその瞬間の要請に対して、非常に素直な反応を示していた。一方で、目の前の要請に対して誠実すぎる介入方法を採用したがゆえに、現在は放棄されており、

動的な環境に対応することの限界を迎えていた。現在のこの家に設計介入を施したとしても、それによって今後もこの住宅が生き続けていくかどうか証明

することはできない。建築が社会の変化に対して丁寧に反応を示し続け、真に生き続けるために、設計者が心得るべきことを考えたい。

　60 年の時間を蓄積してきた生家のたどった軌跡をひとつひとつ、紐解いてゆく。祖父が撮影し続けた写真・母の証言・実測し

た図面ををもとに、この住宅の表層から、背後に至るまで、可能な限りの情報を蓄え、このプロジェクトで本当に行うべきことは

何かを検討した。

渡邉家住宅の軌跡 ( 設計対象の来歴 )

敷地面積
建築面積
延床面積
用途地域
建築年
構造
立地

168 ㎡
70.5 ㎡
94.85 ㎡
第一種住居地域 ( 最大建蔽率 60% / 容積率 200%)
1960 年
木造＋鉄骨造
栃木県鹿沼市朝日町

建築概要

タ イ ム ス リ ッ プ を 重 ね 、 自 身 の 生 家 の 過 去 を 編 集 し 続 け る こ と で 生 ま れ る 、 パ ラ レ ル ワ ー ル ド を 設 計 し た 。

全 て が 不 確 実 で 揺 れ 動 く こ と を 止 ま な い 世 界 で 、 建 築 が そ の よ う な 動 的 な 環 境 に 反 応 を 示 し 続 け る た め に 、 建 築 家 が 本 当 に で き る こ と は 何 か 。

私 が 行 っ た の は 、「 生 家 の 過 去 - そ れ と は 脈 絡 の な い 千 年 続 く ひ と つ の 集 落 」 と い う 二 つ の 場 所 と 時 間 を 横 断 し 、

重 ね 合 わ せ な が ら 、 設 計 の 一 手 一 手 を 何 度 も 点 検 し 洗 練 さ せ る 行 為 だ 。

建 築 が 時 間 を 引 き 入 れ る た め に は ま ず 、 時 間 の 力 を 借 り よ う じ ゃ な い か と い う こ と で あ る 。

現 在 と い う ” 一 点 ” で し か 回 答 が 出 せ な い 建 築 設 計 に お い て 、そ れ 以 前 と 未 来 を 引 き 受 け る た め の「 設 計 者 の 心 得 」を 導 き 出 す た め の 試 論 で あ る 。

東 洋 大 学 大 学 院  理 工 学 研 究 科  建 築 学 専 攻   伊 藤 暁 研 究 室  渡 邉 雅 大

動 的 な 住 宅 へ の 心 得
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　 介 入 は 線 形 で 行 い 、 自 身 が 行 っ た 介 入 に 上 乗 せ す る 形 で 次 の 介 入

を 行 っ て い く 。 重 要 な の は 、 一 つ の 介 入 を 行 っ た と き に そ の 介 入 の

良 し あ し は そ の 瞬 間 に 評 価 で き ず 、 次 の 介 入 を 行 う 際 に 初 め て 評 価

を す る こ と が で き る 点 で あ る 。 本 来 の 建 築 設 計 の 場 合 は 「 設 計 → 評

価 → 修 正 」 と い う 流 れ が 可 能 だ が 、動 的 な 住 宅 の 設 計 の 場 合 は 、「 設

計 → 設 計 → 評 価 → 再 設 計 」 と い う 流 れ に 書 き 換 わ る 。

一手一手の良し悪しの判断基準に、
　　　　　　　　集落で得た経験を加えてゆく。

判断基準を随時追加 ( 集落へ行き調査。)

次なる一手を打つ前に立ち止まり、
　　　　　　　　　　　前の一手を評価。

エラーが発生せずに、次の介入へ移る。

エラーの発生。エラーの発生を促した介入へ戻る。

判断
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　エラー・・・・前回の介入では問題なかったが、次の介入が前回の介
入により遮断される状態。この状態に陥った場合、前回の介入を見直す。

　再設計・・・・次回の介入を遮断していた場　
　所を再度点検し、別の方法を検討し直すこと。

図 3 _ 可逆的設計プロセスの概略図

進んで、戻る設計

A01_ 複数の主体を受け入れる器 土中環境

　　　　　　　　　　　　　　　　この石積みはある単一の事物ではあるものの、 それは様々な役割を果たし、 さまざ

まな主体にとって読み取りや解釈の幅が与えられた全体性を獲得している。 一方で、 この石積みはどこからか

やってきた植物の種を受け入れ、 その開花にも貢献している。 「骨格」 を持ちながらも他の主体を受け入れる

器をもち、 事物と機能は 1:1 対応せずとも、 とりあえず最低限の性能は満たしている。 そのような建築であれば、

将来断続的に起こる変化に積極的に対応していくことができるのではないか。

解釈　　　               かつての土木造作において、 必ず通期浸透水脈への配慮の視点があった。 石垣がつくる

高低差によって水がよく浸透し、 熱を蓄熱し、 水と空気のバランスが保たれることで、 [ 写真左 ] のように石垣

の合間に花々が咲く風景が生まれる。 石は近接した川の流れによる影響 ・ 人が手で持てること、 浸透するこ

と等複数の要因を受け入れ、 寄与する事物として存在している。 一方、 [ 写真中央 ] のように土中環境の配

慮が不要な道路に対しては、 オープンカットによるアスファルト処理がなされていることも対比的だ。

どう引用可能か

縮尺 : 工作物 分類 : 自然基盤

藻 ・ 枝 ・ 根等

麻

稲

空積み

玉石 ・瓦等

有機物困窮による土塁
深根性樹種の植樹

水と空気の流れ

両者の統治関係 (自身の恣意的解釈 )

設計者 ( 私自身 ) 景観の様相

背景に潜む文脈

建築の設計へ応用し、
現代の問題へぶつける

設計 景観の解釈行為

提 案 _ ５ 回 の タ イ ム ス リ ッ プ 行 い 、 渡 邉 家 住 宅 の 過 去 を 再 編 集 す る 。

　 不 確 実 な 社 会 に お い て 、 将 来 起 こ り う る 事 象 ( 未 来 ) を 予 測 す る こ と 困 難 で あ り 、 推 測 さ れ る 未 来 を 設 計 の 根 拠 と し た 建

築 の 強 度 に は 限 界 が あ る 。 し か し 、 こ の 住 宅 の 歴 史 を 紐 解 き 当 時 の 社 会 の 動 向 と す り 合 わ せ る と 、 ど の よ う な 要 請 が ど う い

う 根 拠 に 基 づ い て 発 生 し た か と い う 過 去 は 特 定 で き る 。 　

　 こ の 計 画 で は 、 過 去 に 増 改 築 が 行 っ た 計 ５  回 の タ イ ミ ン グ 、 そ し て 2  0  2  1  年 現 在 に ”  自 身 が タ イ ム リ ー プ ” し 、 発 生

し た 要 請 に 対 し て 設 計 者 と し て 介 入 す る も の と す る 。

一 連 の 設 計 介 入 か ら 、 建 築 に 時 間 軸 を 引 き 入 れ る た め に 必 要 な こ と を 考 察 し て い く 。

手 法 _ 数 歩 下 が っ て 一 歩 進 み 、 ま た 下 が る 可 逆 的 設 計 手 法 。

い っ そ の こ と 、 時 間 的 強 度 が 高 い 場 所 へ
            　 　 　 　 　 　 　 　   ヒ ン ト を 探 し に 出 か け て み る 。

渡邉家住宅と久我集落 _カシミール 3Dスーパー地形セットより作成

0m 1000m 2000m 5000m

N

久我集落

渡邉家住宅

　現在生じている経済原理を優先させた町の変化に身を委ねることでが獲得できる動的状態は、信憑性に欠ける。そこで、より時間的強度

の強い文脈をもった場所、なおかつ対象敷地と条件が大きく異ならない場所の調査・研究を行う。対象集落は、渡邉家住宅から 1 0 km ほど

離れた千年以上生き続ける久我集落を選定し、この集落における文化的景観研究を行った。文化的景観は、その場所で人々が生き抜くため

に行った手だてや理念を強く映しており、そこで得た知見を自身の設計行為の判断基準として加える。

縮尺 : 時間と集落全体

信仰と林業で発起した集落 川が氾濫を続け、 建物と川との距離が離れてゆく

氾濫跡が水田になってゆき、 山と建物との距

離も近くなった。

信仰が衰退 ・ 林業で生計を立てることも困難に

なり、 農業で生活してゆくことになる

1

3 4

2

A02_ 短絡的ではない時間変化の受け入れをするには

　　　　　　　千年以上前から存在する久我集落が現在も生きられているのは、 度たび起きる事件に対して反

応し自身の定義を塗り替えているからである。 川の氾濫が起きると住居は山側に移動し、 現在の産業がもうか

らないと別の産業を受け入れてきた。 しかし、 昔の絵図と比較するとその全体像は現在のものを朧げに彷彿さ

せている。 単に経済原理を優先させて短絡的に上書されてきたのではなく、 目の前の要請に素直に反応し続

けることで、 変化に対応できる骨格が形成され、 いわゆる動的平衡状態に至っている。

　　　　　　　　　　　　　　　複数回の回答を重ねることで、 徐々にその場所における秩序が見いだされ、 回答

が洗練されていく。 単に経済原理を優先したものではない回答をするためには、 ①素直に応答すること、 ②目

の前の一手のみに注力しないこと、 ③要請と回答を 1:1 で緊結しないこと、 ④複数の主体に近しいた度合い

の応答をすること。 を心掛けたい。

分類 : 自然基盤

解釈

土地利用

どう引用可能か

縮尺 : 時間と建築分類 : 景観構成要素

A18_ 基礎は上物が消えても残り続ける 建築

　　　　　建物跡の基礎のみが残っている。 木造の場合、 外気にさらされていない場合の柱の耐用年数は

30-40 年、 梁は 40-50 年であるのに対し基礎は 100 年程度 ( 鉄筋の寿命を無考慮の場合 ) だ。 基礎は

地盤面と最も強く接合する建築のエレメントであり、 撤去が困難でもある。 また、 地盤環境によって基礎の

工法 ・ 立ち上がり等は大きく作用される。 つまり上物は同じであっても基礎によって全体のあり方が大きく揺

さぶられる。 その土地で建築することの根底を掴むには、基礎のあり方を丁寧に見つめなおすことが重要だ。

　　　　　　　　　　　　　対象の住宅の基礎は、 周囲が布基礎で GL からの立ち上がりが 350mm、 内側は

沓石 ( くついし ) によって建物の上物を支持するといった最低限の性能を保持する。 それは内部に一定の

豊かさ ・ 安全性を与えている一方で地盤面から 500mm 切り離した環境を慣習的に構築させ、 同時にさ

らなる負荷がかかる場合の対応を困難にさせている。 今後この住宅に断続的に起こりうる変化を許容する

ためには、上物の在り方と基礎の在り方を並列的に考え、それが建物の空間性に寄与することが望ましい。

解釈

どう引用可能か

A20_ 経済の影響を受けやすい事物はどうデザインすべきか

縮尺 : 小屋と増改築分類 : 景観構成要素

建築

          トタンで覆われた木造軸組み切妻屋根の小屋にポリカーボネートで覆われた小屋がドッキングしている。 増築

部の柱は独立基礎の上に立つことから既存に構造的に干渉しすぎることを避け、 道路面からの風雨に対する既存の

小屋の揺れを少なからず補強する役目を果たす。 増築部の妻方向は上方を太い破風で覆い、 既存軒下に滑り込ま

せることでドッキング部分への雨の侵入を防いでいる。 下屋は時代情勢により必要性が大きく変わるため、 軽微な素材

で作り容易に撤去ができる状態であることが望ましい。

　　　　　　　　　　　　一方でこの小屋はそのような軽微なものであるにも関わらずに撤去されていないというアンビバレントさ

が魅力である。 つまり、 撤去が容易な状態を実現するために施した手立てが集合すると、 様相的には簡易だが概念

的には強靭な状態が形成される。 「弱く見えるけど強い存在」 は強い、 社会の動的変動を受け入れる表層的な余地

を絶えず残しているからだ。 軽微なものほど、 複数の条件に対して反応を示し、 存在としての強靭さを獲得するべきだ。

解釈

どう引用可能か

A13_ インフラの変化に伴う建築の変化

縮尺 : インフラと増改築

　　　　旧参道沿いに立つ民家。 一部をコンクリート高基礎として GL より 1200mm 立ち上げその上に土台を回し、 架構

を立ち上げている。 建具や押縁は高基礎の内側に入れ込まれておりそれらの部位を避けるように青色のトタンが外周を

覆っている。 特に特徴的なのは出の長い付庇を支える方杖で、 トタンによって均質化した立面を方杖のピッチによって

柱スパンを立面に顕在化させている。 形成過程としては躯体→トタン→付庇の序列だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　参道が機能していた時期には、 参道に対する立面は頑なであり生活とは切り離された構え

をしていただろう。 信仰が最盛期よりかは衰えた現在、 建物に溜まっていた地域と接合する欲求が爆発し、 庇をまとっ

てその下を所有者の生活空間へと一変させた。 時代が経て周辺環境が移り変わると必然的に建築のそれに対する構

えも変更される場合がある。 それは建築の自然な状態に近づくことに他ならない。 周辺環境には然るべきときに反応す

るチャンスが訪れる。 オーバーに反応してはいけない。

分類 : 生業と生活

解釈

どう引用可能か

敷地と建築

A21_ 欲求を敷地いっぱいに展開しない。

　　　　　集落の主要道路沿いに立つ増改築が繰り返された店舗兼住宅。 二階建てのガルバリウム剛板が特徴的な

部分が初めに造られ、 下屋や平屋の建物がそれにまとわりつく形で敷地いっぱいに増築されている。 屋根の向きは段

階的に切り替わり、 主要な居住部分である二階建て部分の立面を事後的に生成された下屋が保護する論理が働い

ている。 それらの接合の論理はどれもアドホック的と言えよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　魅力的な建物である一方で、 敷地いっぱいに拡大をつづけたこの建物は、 居住者が

離れ空き家と化している。 まさしく渡邉家住宅と同じ状態である。 一過性の欲求に反応することは罪ではないが、 その

欲求を蓄積させた結果、 建築ｰ敷地が現状でのみ成立するようなギリギリの状態となっては、 建築が時間的強度を獲

得することは難しい。 増築は、 敷地から余剰を奪う行為であることを忘れず、 本当に必要な洗練された一手を打ちた

いところだ。

解釈

縮尺 : 増改築分類 : 生業と生活

敷地と建築

どう引用可能か

A01_ 複数の主体を受け入れる器 土中環境

　　　　　　　　　　　　　　　　この石積みはある単一の事物ではあるものの、 それは様々な役割を果たし、 さまざ

まな主体にとって読み取りや解釈の幅が与えられた全体性を獲得している。 一方で、 この石積みはどこからか

やってきた植物の種を受け入れ、 その開花にも貢献している。 「骨格」 を持ちながらも他の主体を受け入れる

器をもち、 事物と機能は 1:1 対応せずとも、 とりあえず最低限の性能は満たしている。 そのような建築であれば、

将来断続的に起こる変化に積極的に対応していくことができるのではないか。

解釈　　　               かつての土木造作において、 必ず通期浸透水脈への配慮の視点があった。 石垣がつくる

高低差によって水がよく浸透し、 熱を蓄熱し、 水と空気のバランスが保たれることで、 [ 写真左 ] のように石垣

の合間に花々が咲く風景が生まれる。 石は近接した川の流れによる影響 ・ 人が手で持てること、 浸透するこ

と等複数の要因を受け入れ、 寄与する事物として存在している。 一方、 [ 写真中央 ] のように土中環境の配

慮が不要な道路に対しては、 オープンカットによるアスファルト処理がなされていることも対比的だ。

どう引用可能か

縮尺 : 工作物 分類 : 自然基盤

藻 ・枝 ・根等

麻

稲

空積み

玉石 ・瓦等

有機物困窮による土塁
深根性樹種の植樹

水と空気の流れ

　       戦国時代に存在していた久我城の城跡である。 現在は農地や国有林が生い茂り、 姿は変えたものの、

当時の本丸の位置が高低差などからうかがえる。 1975 年の写真を見ると、 林や畑は城跡内にも多く存在するも、

城跡の概形をどことなくなぞってできたような、緩やかな全体性を持っていた。 その後発掘調査が 1995 年に行われ、

城跡のかたちが厳密に把握されると事態は一変する。 城跡の中にあった畑がすべてその外側に後退し、 城跡の

中には樹だけが植えられ、 まるで樹木が城跡の概形を厳密にトレースような様相を呈したのだ。 遺構を後世に残す

ためにこのような工事を行った意思は共感できるが、 調査前の状態は、 遺構の論理と産業の論理の双方の間を

調停した美しい状態であったように感じ、 とても名残惜しい。

A03_ 先行形態との切断と接続

縮尺 : 地形と時間

　　　　　　　　　　　     対象の住宅の土台には ｢ 水田という先行形態」 が存在し、 その合理

に従ってその土地が生まれ、 その上に渡邉家住宅が建設された。 城跡ほどの形態としての強

度は持ち合わせていないが、 それに大きく影響を受けたハードが辺りには立ち並ぶ。 敷地の周

辺環境は ( 上図２) よりも ( 上図１) に近い状態で、 おぼろげながらその全体性を保持している

といえる。 ならば次に行うべき介入は ( 上図２) のような明確な線を引くことではなく、 その外形を

揺さぶるような ( 上図１） を崩す処置なのではないだろうか。

分類 : 歴史的特性

解釈

地形と文化

どう引用可能か

1995 年作成の久我城地図と、現在の航空写真の合成写真。

A A”

B”
B

　1975 年 の 土 地 利 用 形 態。

古墳のかたちを厳格にトレースし

てはいないが、 なんとなくその存

在が見える。

 　 現 在 の 土 地 利 用 形 態。

1995 年の発掘調査により明確

になった形をこれでもかという程

に正確になぞっている。

1 2

1975 年の航空写真
A-A" 断面図

B-B" 断面図

N

A19_ 様相産業の論理には逆らえない。

　　　　　住宅の塀である。 石積みと木幹が一体で練り積みされ、 住宅側から柱間に横桟がはめられ、 道側にトタン

が打ち付けられている。 立面全体としてはまるで真壁的な意匠を身にまとっているように見える。 経年変化により木幹が

石積みと酷似した色相となり、 自然が作り出した事物に産業化した事物が抗っているような様相を呈する。

　　　　　　　　　　　　　　　　石積みには練り積みと空積みの二種類が存在する。 特に施工者の腕が試される空積みは

一定の技量を必要とし、 現代で見かけることは少ないため自主施工の可能性も高い。 石や木幹の寸法は狭義での

地域性を反映し、 地形的に中腹なのか上流なのかが読み取れる。 土台には事物の来歴 ・ 施工者の技能等の確か

な骨格が存在しても、 表層的にはトタンという産業原理に任せた 「面」 が占める割合が多大であるという事実には抗

い難い。 ならば様相は産業原理に任せてみても良いのでないだろうか。

解釈

工作物

縮尺 : 工作物と産業分類 : 生業と生活

どう引用可能か

A04_ 地形が切り開かれる場所の選定根拠は何か

縮尺 : 地形

　　　　  　　　　　　　　　　　　対象の敷地は平坦な土地であり、 地形側からの要因で建築行為が制限されることは考

えにくい。 しかし、 広域的にみると東には低地を氾濫を続ける暴れ川が流れ、 恒久的にこの場所が存在することに揺

さぶりをかけている。 建築が土地の合理を操ることは難しいが、 地形の変化とともに建築の定義が変化することで、 土

地の概念的な捉え方を再定義することはできるはずだ。

          上の地図は 5m 間隔の等高線に、 集落の航空写真を合成したものである。 白線が等高線 ・ 赤

線が山裾と集落の境界線である。 この地図で重要なのは、 赤い線と白い線が垂直に近い角度で交わっ

ているポイントである。 そこはつまり、傾斜が急な場所にもかかわらず、集落や耕作地が作られた場所であり、

人間の営為の論理が地形の論理に対して能動的に介入していることが読み取れる場所である。

　そのような場所に、 この集落の人々の地形に対する意気込みが多く散見され、 その境界のデザインから、

集落を長い間残存させてきた人々の知恵を読み解くことができるだろう。

分類 : 自然基盤

解釈

地形と住居

200
.00

どう引用可能か

石積みを築き、 平地の面積を増減させながら、 地形

を改変させていった。

　地形に対して従順に反応し、 土地を利用方してい

た。 平地には住居や水田を、 斜地には畑を。

1 2

山裾と集落の境界線
5m 間隔の等高線 荒井川流域

どう引用可能か

敷地と建築

解釈

縮尺 : インフラと建築分類 : 自然基盤

A14_ 平場の築き方を決定する上での判断基準

　　　　　　斜面に建物を建設する際の平場造成。 土木造成では A のようなオープンカット工法が主流だ

が、 この敷地の場合 B のような石積みを用いたひな壇状の造成がなされている。 一方で C のような造成

を行わずに水平な床をつくる工法も存在する。 それぞれの工法は水平な床をつくる目的こそは同じものの、

地盤という既存の文脈がいかに残され、 継承され、 新規の文脈といかに取り合うかという文脈変化の度

合いは異なる。

　　　　　　　　　　　　　　　　対象の住宅も、 平屋を二階に変更することが必要不可欠な状況が存在す

る。 この地形ほど凹凸は激しくないが、 湾曲した異形断面の梁の上に柱を立てることは回避できない。

その際、既存文脈を覆すのか、適度に塗り替えるのか、そのままの状態にするのか、完全依存するのか、

複数の選択肢の存在を認識し、 その中で動的な状態形成に少しでも寄与する可能性のあるものを選

地盤の凹凸の痕跡を完全

に塗り替える造成工法。

既存地盤をそのままの状態に

保存し、 平場をつくる。

石積みで平場を複数つくり、 地盤の

土中環境を表出させる自然な状態

A B C

どう引用可能か

建築

解釈

A11_ あらゆる要請を引き受けた躯体

縮尺 : 母屋と下屋

　　　　   住宅の道路側に下屋が増築されている。 母屋と下屋の架構は一体化しており、 母屋の妻面から登り梁を下

ろし下屋の柱に繋がるといった力学的に明快な組み立て方だ。 下屋は、 柱に横桟を入れ込みポリカーボネート板を目

地が縦方向になるように打ち付けている。 広大な土地をもつ集落においても一軒一軒の敷地面積には所有の関係上

制限がある。 そのようなアンビバレントな場所ｰ土地の関係を透過する軽量な材料と強靭な架構によって乗り越え、 土

地の制限を超えた広い意味での占有を獲得している。 それは単に生活を街に開くことではなく、 周辺も含めた生活がう

まく当てはまる躯体といえる。

　　　　  　　　　　　　　　　　今回受け入れる一つ一つの要請は機能に起因している。 つまり人々が建築にイメージする

ことは、 機能を叶えるための広義的な器であることに他ならない。 そこで 「射程の短い面前の機能的欲求ｰ信憑性の

ある地形の経験」 の対立が生まれる。 この関係を乗り越えるのは躯体に他ならない。 家を取り巻く様々な環境に優先

順位をつけずにまとまっていく躯体を目指したい。

分類 : 生業と生活

A23_ 入隅雨水処理に際する外壁材の初期条件

縮尺 : 下屋と母屋

　　　　　　　　母屋と下屋の取り合いを決定する上での最重要根拠のひとつとして、 雨水処理の問題が

ある。 特に、 必然的に生まれる入隅は雨水の侵入しやすいポイントのひとつである。 この事例では、 下屋

の屋根材であるトタンを母屋外壁方向に折り曲げ、 下屋の屋根材と母屋の外壁材を一体化させている。

また、 ぬかりなく柱と外壁の凹凸部に至るまで丁寧に処理している。 入隅の発生を無理に拒否するので

はなく、 それを受け入れ適切に収めている好例だ。

　　　　　　　　　　　　　　母屋と下屋の間に大きな雨水の侵入ポイントが予測される場合、 もともとの母屋

の外壁材 ・ 下屋の屋根材の選定基準として、 事後的に上書できるものかどうかという観点を念頭に置い

ておくことで、 雨水処理問題大きくに悩まされることなく、 建物の上書を冗長させることに寄与する。

分類 : 景観構成要素

解釈

建築

どう引用可能か

A05_ 不成形な敷地は中心から攻めよ !

縮尺 : 増改築

　　　　　　集落の中域に建つ製材所。 不成形な敷地の境界線に合わせるように複数の下屋が伸びている。 この建

物は当初、 中央に二つの片流れ屋根が結合した躯体が建設され、 徐々に外側に下屋が増殖していったことが読み

取れる。 規定された場所に遊びを持たせて建てること、 「棟」 という断面的に絶対的な軸が複数存在することで、 今

後の介入が起きやすい冗長性を生み出している。

　　　　　　           　　一方で対象の住宅はすでに棟の位置が存在し、 故に介入が図らずしもその軸をずらさな

いようなものに縮こまってしまいやすい。 棟だけでなく、 外壁のアウトライン ・ 柱の密な通り芯 ・ 雁行平面の凹凸

部分 ・ 長押の高さ ・ 天井高など、 既に存在する強い軸線の存在を如何に和らげるか、 新しい軸線をどのよう

に追加するかを検討することで、 条件の不確実な次の一手に繋がる処置を施すことが可能だ。

分類 : 景観構成要素

解釈

敷地と建築

どう引用可能か

敷地の中心に切妻屋根

の建物が建つ

1 2 3南北に軒が伸びる。 先代の軒と調停しながら三角

地形状に合わてさらに伸びる

A17_ インフラのなだらかな変容

縮尺 : インフラと建築分類 : 歴史的特性

　　　　　　　　　　　　　　対象の住宅の前面の道は 80 年以上前から水田のあぜ道として存在し、 住宅が

建設された 60年前頃に生活道として整備され、その 20年後 (1980 年代 ) にアスファルト舗装が施された。

現在でもこの地域の主要な生活道となっているのこの幅 2500mm 程度の道を動きやすい文脈として捉え、

道に面する部分をそれに追従する構えとすることで、 外的な要因をも建築に紐づけることが可能なのでは

ないか。

建築と土木

左の写真の現在の道 (2020.07.13 渡邉撮影 )昭和 40 年頃の富沢集落の道

( 鹿沼市史叢書上久我の民俗より引用 )

　　　　　　　昭和 40 年頃と現在の集落の中の同じ道の比較。 この道は久我山神社参拝のための参拝

路であったが、 現在は信仰が薄れ、 北側に新設された県道が主要な交通路となっている。 この道も用

途が変わり、 舗装が土からアスファルトに変わり、 道の引かれ方が水田や住居の新設 ・ 荒廃によって変

わった。 意味やハードの変化する力と、 その全体性を残したいという力という相反する二つの力が働いて

いたことがこの道の生存に繋がっている。

解釈

どう引用可能か

どう引用可能か

建築

　　　　　当初は馬小屋であった建物が時代の流れに伴う機能の変更に伴い、 下屋を増殖させ蔵として転用されてい

る。 中央の建物から一手目は手前に二手目は奥にと二段階で増築が行われており、 徐々に蔵としての形式を身に纏

うことを意識した様相になっている。 特に印象的なのは一手目の寄棟の増築である。 妻面で山風を受けていた元々の

馬屋に対し、 寄棟型の増築を施すことによって互いの屋根面の取り合いを容易にしつつ、 母屋側に落ちる雨水の量を

軽減させながら、 母屋の形式と同調している。

　　　　　　　　　　　　　　　増改築は要請の変化に伴い往往にして起こり得るが、 その介入は単に風雨に対してだけでな

く、 既存形態との容易な接続方法 ・ 生活の尺度から見た機能性 ・ 集落の形式的側面など複数の文脈を引き受け

る一手とすることで、 再びの要請の追加にも耐えうる強度をもった建築の形成に寄与できる。

A11_ 複合的状態

縮尺 : 増改築分類 : 景観構成要素

解釈

A22_ 風圧に対する下屋の肩代わり

縮尺 : 地形と下屋

　　　　　　既存建物に対し、 それに従属するように下屋を増築する場合、 互いの構造的な接続方法もさ

ることながら外壁の取り合いも非常に重要である。 ①雨水はどう処理するか、 ②山風はどう受け流すかの

問題を生活に最大限寄与する前提で乗り越えることが、 この集落で生活を継続するための最重要課題

だ。 この事例では、 山風を妻面で受けることで屋根材の破損を防ぎつつ、 背の高い勾配のある下屋を

出すことで母屋に対して山風が与える損傷を下屋が代わりに受ける処置をして母屋を存続させている。

　　　　　　　　　　　　　　　風を受ける面に対して妻面を向ける母屋の建ち方の原則に対し、 母屋の損傷

を軽減させるための手段として下屋がそれを肩代わりする役割を引き受けることも可能である。 対象の敷地

の場合は西面が広大な畑のため、 西日と風圧処理の観点で採用の余地がある。

分類 : 自然基盤

解釈

地形と建築

どう引用可能か

A12_ 産業の論理と慣習の論理

　　　　　蔵と住居が双方から出る簡易的な庇によって接合されている。 蔵は家の資産や重要な事物を補完するため

に家々が個々に所有する” 重厚” な建物である。 そのような蔵と外壁をサイディングで仕上げた産業的側面の強い住

宅が並列関係となって一つの民家的な状況を作り出している。 むしろ慣習的な論理 （重厚な蔵） の方が、 シャッター

扉を立面にまとい、 波板の庇を出し、 鉄骨の線材を入れ込んで産業側の論理に近づいているようにも見える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　産業の論理は強い。 実際この蔵のように、 いかに旧来からの論理を持ち得ていても事後

的に強度を増し続ける産業側の論理に抗うことは困難だ。 であるならば、 むしろ入れ替わりやすい産業的な論理を先

行させる序列を組み立て、 時にそれを切り離していった場合に発生する全体像が 「産業とそれ以外」 が激しく拮抗しあ

う状態なのではないだろうか。

解釈

どう引用可能か　

建築

縮尺 : 増改築分類 : 景観構成要素

A22_ 面で耐力を持つ事物は長い目で見て寛容

　　　　　　　当初は住宅から距離をおいて建設されていたブロック造の小屋 ( 倉庫 ) が、 度重なる要請

の追加の末、 住宅と接合している。 小屋よりも高い部分に設ける屋根は、 小屋でスラストを負担するに

は限界があるため鉄骨で、 小屋にとっての下屋は、 ブロックによりかかる構造のため木造の梁が架かる。

小屋はブロックのみで自立できるように組んであるため、 追加部分が塀に抱き合わせるように接合すること

を可能にしている。

　　　　　　　　　　　　　ブロックは面で構成される構造種別であることから、 異なる構造種別の材料のドッ

キングに対して寛容であり、 自身も” 従” から " 主 " へと変容している。 また、 風雨や火に対してある一

定の強度を発揮する。 初期の一手としてこの材料を選定することは、 時間の流れに伴う要請の変化を受

け入れるための器を設ける意味で有効である。

解釈

縮尺 : 増改築分類 : 生業と生活

建築

どう引用可能か

                      　     動的とは、 大きく分けて２つの実現の方法があると考える。 ①建築全体を価値を

フィックスさせないものとすること。 ②動的な環境の微細な変化をとらえるために、 動きがたい頑なハードを

建設すること。 この二つは対比的に思えるかもしれないが、 「動的」 の対象である主語が異なるだけで双

方を両立させることはできないだろうか。 例えば、 価値をフィックスさせないように行ってきた介入の結果浮

かび上がる動きが対部分をあぶりだすとか。。。。

A06_ 全ての要因がが変わりやすいものとして捉える。

縮尺 : ○○スケール

連関元 :

分類 :

解釈

水と土木

                      　     動的とは、 大きく分けて２つの実現の方法があると考える。 ①建築全体を価値を

フィックスさせないものとすること。 ②動的な環境の微細な変化をとらえるために、 動きがたい頑なハードを

建設すること。 この二つは対比的に思えるかもしれないが、 「動的」 の対象である主語が異なるだけで双

方を両立させることはできないだろうか。 例えば、 価値をフィックスさせないように行ってきた介入の結果浮

かび上がる動きが対部分をあぶりだすとか。。。。

A06_ 全ての要因がが変わりやすいものとして捉える。

縮尺 : ○○スケール

連関元 :

分類 :

解釈

水と土木

A15_ 雨水処理と人間の機能的側面のバッティング 建築と気候

           切妻トタン屋根の小屋に対し、 デッキプレートを屋根材とした下屋が小屋と直行した屋根勾配で

増築されている。 屋根の樋側末端は道側の塀と同じ高さで、 小屋側は破風の一部を切り欠くことで露出

した小屋の小屋梁にデッキプレートが接合されている。 従来の増築では既存架構への抱き合わせを行い

やすくするために屋根形状を継承することが多い。 今回の妻側への増築の場合、 雨水を機能面に影響

が少ない場所に落とすこと、 収容物の大きさ的に柱を落とせないことを考慮した素材が選定されている。

　　　　　　　　　　　　　　　対象の住宅では一手目で妻入りの母屋に対して工場を増築することが要請され

ている。 機能面から無柱であること /GL との高低差が大きくならないこと / 床に機械の鉛直荷重に耐える

耐力があることを満たす必要がある。 この条件の場合、 妻入りを連続させるべきか、 既存に依拠した平

入とすべきか、 あるいはそれ以外か、 風雨面だけでなく機能的な側面から屋根素材 ・ 地盤面の素材 ・

架構を検討したい。

解釈

縮尺 : 増改築と雨水処理分類 : 生業と生活

どう引用可能か

                          　　　ここでは、 旧来は無かった近代的技術で一方を擁護したことにより、 川全体の秩序が崩壊

するといったメカニズムが働いている。 強い ( 変わりにくい） ものと、 弱い ( 変わりやすい ) ものの対比構造は、 ある一

定の変化を許容するものの、 規定した枠組みの範疇に収まらないものの排除を引き起こす。 対象の住宅において重

要なのは、 基礎 ・ 架構 ・ 敷地境界線の全てを変わりやすいものとして捉え、 それが能動的に変わっていけるような自

然な状態を構築することである。

A08_ 全ての要因がが変わりやすいものとして捉える。

縮尺 : インフラと工作物

          河川の流域は、 利水技術や生態系以外にも、 特異な景観を生み出す要因が多く存在する。 例えば、 河川

が岸を削る力である。 写真のような湾曲部分の場合、 通常は内側に比べて外側を削る力が圧倒的に大きい。 しかし

今回の場合、 それに対抗するため外側を石垣で強固に固め、 ついでに川端へ出る石段が取り付けられており崩壊の

気配はない。 しかし、 外側を強固にしたがゆえに外側に当たった流れが反射し、 流域内側を直接えぐり取ることが生じ

ている。

分類 : 景観構成要素

解釈

水と土木

N

湾曲流域外側。護岸
により、安定した状態。

川端へでる階段

湾曲流域内側

通常の河川の流れ

衝突。だが、擁壁
で破壊を免れる。

流域内側を破壊

どう引用可能か

A24_ 外壁に縦材を使用する場合は横桟で耐える

縮尺 : 建築のエレメント

　　　　　　馬小屋や駐車場など内部空間に柱を落とすことを良しとしず、 なおかつ外気に面する前提の

機能を要する建築の組み立て方。 往々にして外壁には板張りや波板などの軽量な素材が採用されてい

るが、 これらは可能な限り自立することを考慮して目地が鉛直方向になるように計画されている。 それゆえ

に水平方向へのたわみに耐えることが困難であることから、 それらを押さえる桟木はその負担を軽減させる

べく横向きで計画されている。 横桟の断面寸法は D:H=1:2 程度で外壁との接触面積を意識している。

　　　　　　　　　　　　　　風雨にさらされない程度の空間があれば良い条件下の建物を設計する場合、

過度に手を加えずとも十分な耐力確保を叶えることを目的として、 軽量な外壁と横桟を併用させることで

主要構造部に強い接触はせずとも、 その要請に応答することが可能だ。

分類 : 景観構成要素

解釈

建築

どう引用可能か

    ただの木橇である。 しかし、 これが置かれる土地はただの土地ではない。 どこが激しい傾斜で、 どこに

動かしがたい岩があるかがわからない山林という不確実な土地に対して、 鉛直な足を複数設けることでそ

のような不確実さを乗り越えている。 複数は強い。 どこか一部分がエラーしても、 他すべてが寄って集って

エラーを補完する。 貨物と接する根太的な部分も、 横架材ｰ根太間の接合を 「not-fix」 にすることで異

形な貨物が集落まで下りてくることを可能にしている。 予定不調和は複数の主体の集合で乗り越えること

ができることを証明している。

A07_ 不確実なものが相手の時は数で乗り越える。

縮尺 : 工作物

　　　　　　　　昭和 30 年頃までは、 刈った木材はそりで山から運搬されていた。 木材を傷めずかつ最小

限の労働力で運び出すための理由で、 運搬箇所に随時建設される。 山間集落が持つ莫大な地形ス

ケールをヒューマンスケールに落とし込むための、 スケール調節アイテムである。

分類 : 生業と生活

解釈

どう引用可能か

地形と文化

2 尺

9 尺

そりが複数連なる
割木を並べた橇道

根太の直径よりも余剰をもって、
横架材がくり抜かれてる。

A16_ 線的な秩序は強い。

　　　　　前述の参道の移り変わりを鳥瞰的なスケールで捉えた図。 かつての参道は一級河川を横断する

ように通っており、 故にその下地の肥沃な土壌は部分的に参道の区画に沿った水田と化している。 ここに

55 年間での集落インフラの変化が顕在化している。

　　　　　インフラの線は強い。 一本の線が一度引かれると、 その痕跡は時を経てもそう簡単に変更される

ことなく、 その場所に残り続ける。 一方で面は弱い。 一つの開発イベントで一斉にキャンセルされる場合が

あるからだ （線はそのイベントの臨界線をも規定する）。 設計行為を行う場合、 その場所の旧来から存在

する面的なものを意識することは重要である。 しかしその前提として、 土地の線的な秩序を受け入れること

で、 地形の経験に沿った躯体を構築することはできないだろうか。

解釈

地形と土木

縮尺 : インフラと時間分類 : 自然基盤

撮影地点 ( 写真左 )

1975 年

撮影地点 ( 写真左 )

2020 年

どう引用可能か

どう引用可能か

解釈

側溝

排水パイプ

ビニル布

水庭

空積み

A09_ 水の流れのコントロールは破壊を生む

縮尺 : 地形と工作物

　　　　　　　三方に延びる下屋が取りついた蔵である。 下屋の架構は躯体の架構には激しく依存していないため、 建

主の意向に沿った自由な造形が可能だ。 この蔵の下屋は前面の畑での農作業用 ・ 農機具の一時的ストックの用途

で設けられたことが想定されるが、 現在は駐車スペースになっている。 また、 蔵の外壁は下屋の軒下に当たる部分で

は大谷石、 二階部分ではトタンである。 そして下屋のアウトラインには土台が置かれ、 トタンやネットが取り巻き、 外部が

内部に接近している。

　              　　　　　　　下屋の寸法は切り詰めすぎず、 一定の遊びを持たせる等の現段階では建築に未分化な性

質を残しておく。 すると、 そこには複数の主体が紐づき関係しあう状態を喚起できるのではないか。 また、 この蔵は山裾

という地形をおおらかにとらえながら緻密な操作を行っていることも印象的だ。 対象の住宅は狭い敷地 ・ 三方隣家 ・

平屋というかなり切り詰められたものであるが、 より広域的に敷地を捉えることで、 建築に未分化な遊びのある状態を構

築できるのではないか。

分類 : 景観構成要素

水と土木

縮尺 : 下屋と雨水処理

分類 : 景観構成要素

A25_ 雨水処理機能的要請を叶えるハイブリッド下屋架構

　　　　　　母屋と蔵を繋ぐ、 左側の蔵入り口部分に建てられたパーゴラ。 従来のジンクスの場合、 下屋

は母屋の軒下に差し込まれるような増築の形式をとるが、 この場合増築部分のみで雨水を処理すると蔵

の入り口に落水ポイントが集中する。 故に母屋から横樋を伝い流れる雨水は下屋の横樋が受け、 利害

のなポイントに落とし、 蔵の雨水は横樋を片持ちさせ、 そのひずみで樋に勾配をつけ、 縦樋なしで前者の

ポイント付近で処理している。

　　　　　　　　　　　　　　一つの屋根材のみが雨水の流れを大々的にコントロールするのではなく、 その流

れ方 ・ おおよその落とす地面のポイントを設定することで、 複数の屋根が相互扶助的に流れをコントロー

ルするような全体性が生まれ、 雨水処理と機能的な側面の双方に回答することが可能になる。

解釈

建築

どう引用可能か

どう引用可能か

敷地と建築

解釈

A10_ 下屋の寸法には余剰を持たせよ。

縮尺 : 母屋と下屋

　　　　　　　三方に延びる下屋が取りついた蔵である。 下屋の架構は躯体の架構には激しく依存していな

いため、 建主の意向に沿った自由な造形が可能だ。 この蔵の下屋は前面の畑での農作業用 ・ 農機

具の一時的ストックの用途で設けられたことが想定されるが、 現在は駐車スペースになっている。 また、

蔵の外壁は下屋の軒下に当たる部分では大谷石、 二階部分ではトタンである。 そして下屋のアウトライン

には土台が置かれ、 トタンやネットが取り巻き、 外部が内部に接近している。

　　　　　　　　　　　　　　　下屋の寸法は切り詰めすぎず、 一定の遊びを持たせる等の現段階では建築に

未分化な性質を残しておく。 すると、 そこには複数の主体が紐づき関係しあう状態を喚起できるのではない

か。 また、 この蔵は山裾という地形をおおらかにとらえながら緻密な操作を行っていることも印象的だ。 対

象の住宅は狭い敷地 ・ 三方隣家 ・ 平屋というかなり切り詰められたものであるが、 より広域的に敷地を

捉えることで、 建築に未分化な遊びのある状態を構築できるのではないか。

分類 : 生業と生活

A26_ 擁壁と建築

　　　　擁壁の上に蔵が立っている。 従来の、 民家の配置計画とは打って変わって、 蔵のみが擁壁の上

に建ち住居は上方に建っている。 アスファルトという近代的な技術の浸透に伴って、 傾斜地を切り開くこと

が可能になり、 住居のみが上方に新築され擁壁と癒着関係にあった蔵のみがもともとの土地に乗り残さ

れているのだろう。

　　　　　　　　　　　　ここでは擁壁と蔵はフラットな関係にあり、 擁壁と蔵の基壇が一体となっている。 故に

蔵は近代的な技術の浸透や家族形態の変化等のあらゆる要素を単なるノイズとして消化し、 建築としても

街路から切り離されることで、 そこに変わらぬ姿で存在し続ける。 この擁壁ｰ蔵のような決して主従関係で

はないフラットな関係性を、 対象の住宅で実現できないだろうか。 例えば、 地盤ｰ基礎や基礎ｰ上物の

関係性がそれにあたる。線形的な決定の連続では容易に発生する主従関係を、乗り越える術を考えたい。

解釈

地形と建築

どう引用可能か

擁壁の上に建つ蔵と隣接した母屋 母屋のみが上方に移動し蔵のみが擁壁に取り残される。

縮尺 : 時間と地形と住居

分類 : 自然基盤

1960第 1 期 _ 建設
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第 6 期 _ 減築と冷凍保存 2009
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第六期 : 工場の下屋を撤去し、鉄骨のストラクチャーを残してインフィルのみが書き換えられる形で姉の部屋が増築される。平面のアウトラインが母屋
を拡張させた矩形形状になる。それ以降この住宅の動きは停止し、数年後に空家になり、現在もその状態が続いている。

第 5 期 _ 保存の開始と断絶 1997
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第六期 : 工場の下屋を撤去し、鉄骨のストラクチャーを残してインフィルのみが書き換えられる形で姉の部屋が増築される。平面のアウトラインが母屋
を拡張させた矩形形状になる。それ以降この住宅の動きは停止し、数年後に空家になり、現在もその状態が続いている。
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第 4 期 _ 新築と逆戻 1972
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第四期 : 工場の鉄骨下屋を残して第二期以降に建設された部分が全て撤去され、鉄骨造二階建てが新築される。鉄骨下屋が二階建ての鉄骨にドッキング
されるように架構が組み変わる。新設部分の屋根は道路に対して平入で、この屋根形状が押入れ天井の雨漏りを発生させる。階段が工場西側の壁際に設
けられる。階段の変えに手洗い場が新設される。
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第 3 期 _ 撤去と付加 1972

アクソメ図 1FL  SITEPLAN 1:150 2FL  SITEPLAN 1:150

第三期 : 工場北側を一軒分増築し床 ( 基礎は独立基礎 ) が新設され寝室になる。寝室と廊下とは三角の板を置くことで動線を確保していた。資材庫が撤
去され、工場の軒を覆うように鉄骨による増築が行われた。庭が全て駐車場となり、工場鉄骨部の屋根面にアスファルトを流布したバルコニーができる。
勝手口の風呂沸かしが無くなり、土間から床になる。

1961第 2 期 _ 可変な部分の増殖

1FL  SITEPLAN 1:150 2FL  SITEPLAN 1:150

第二期 : 工場が敷地の東側に増築された。併せて資材庫もそれと正対するように別棟で増築されている。工場は母屋と桁で接続しており、基礎は立
ち上がりを押さえた布基礎で、床は土間コンクリートの上に合板を敷設していた。工場と資材庫はパーゴラのようなもので繋がっていた。

第 一 期 : 木 造 平 屋 建 て 4 9 ㎡ の 極 小 住 宅 。 複 数 の 個 室 が 中 廊 下 で 連 結 さ れ た 中 廊 下 型 の 形 式 を 持 つ 。 四 畳 半 の 居 間 と 8 畳 の 寝 室 が 主 な 生 活 空 間 で あ っ
た 。 水 田 の 畔 の ラ イ ン の 沿 っ て 区 画 さ れ た 異 形 敷 地 の た め 、 道 側 の 平 面 を 雁 行 さ せ る こ と で 少 し で も 大 き い 面 積 の 確 保 を す る 意 思 が 感 じ ら れ る 。

久 我 集 落 と 文 化 的 景 観渡 辺 家 住 宅 間 取 り の 変 遷

文 化 的 景 観 イ ン デ ッ ク ス シ ー ト の 作 成
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動的な住宅の設計

一手目 _ エラーを誘起する相互依存状態の構築 _1961 年 一手目 _ エラーを誘起する相互依存状態の構築 _1961 年 三手目 _ 既存文脈への半自立的な依存 _1973 年

四手目 _ 見落としていた要因の能動的受け入れ。_1990 年 五手目 _ 通り審を疑い、調律する。_2010 年 六手目 _ 異文脈挿入によるエラーの検証。_2021 年
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結 び _  動 的 な 住 宅 の た め の 秘 伝 書

基
礎
と
土
台
の
接
合
関
係
を
捉
え
直
す
べ
し
。

　 改
修
を
行
う
に
あ
た
り
、
多
々
発
生
し
た
の
が
線
材
同
士
を
抱
き
合
わ
せ
る
構
法
で
あ
る
。
土
台
が
基
礎
の
立
ち
上
が
り
の
芯

で
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
外
側
か
ら
柱
を
抱
き
合
わ
せ
る
際
に
隙
間
が
生
じ
る
。
構
造
的
に
支
障
が
な
い
場
合
、
基
礎
の

鉄
筋
の
配
置
を
点
検
す
る
等
、
基
礎-

土
台
の
関
係
を
見
直
す
こ
と
で
、
次
な
る
一
手
が
打
ち
や
す
い
状
況
を
用
意
す
る
こ
と
が

可
能
だ
。

そ
の
一

　 戸
建
て
住
宅
と
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
完
結
性
の
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
故
に
生
活
に
必
要
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
事

物
を
並
べ
る
こ
と
で
、
住
宅
と
い
う
機
能
は
容
易
に
達
成
さ
れ
る
。
建
築
を
形
作
る
事
物
は
そ
れ
ぞ
れ
耐
用
年
数
が
異
な
る
。
完

結
性
の
強
い
住
宅
を
周
辺
環
境
へ
緩
や
か
に
溶
か
し
な
が
ら
、
建
築
と
し
て
の
強
い
自
律
性
を
獲
得
し
、
未
来
に
多
く
の
可
能
性

を
残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

異
な
る
幅
の
者
同
士
を
混
在
さ
せ
る
。

そ
の
十
九

     

東
西
に
道
路
が
走
る
敷
地
に
お
い
て
は
、
二
項
道
路
に
よ
る
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
り
北
側
に
あ
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。
そ
の
場
合
、
無
理
に
元
の
プ
ラ
ン
に
従
来
の
面
積
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
を
押
し
込
む
の
で

は
な
く
、
設
備
側
か
ら
の
合
理
で
架
構
や
基
礎
の
打
ち
方
を
見
直
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
外
部
環
境
の
論
理
・
躯
体
の
論
理
・
居

住
者
の
論
理
・
設
備
の
論
理
、
一
手
を
打
つ
に
あ
た
っ
て
複
数
の
主
体
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
論
理
に
構
え
た
全

体
性
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

外
部
環
境
側
か
ら
の
要
請
時
は
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
も
見
直
す
べ
し
。

そ
の
五

　転
用（
機
能
を
先
行
す
る
も
の
と
は
異
な
る
塗
り
替
え
る
こ
と
）を
住
宅
か
ら
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ
行
っ
た
。
し
か
し
、実
際
に
行
っ

た
介
入
と
し
て
は
、
①
外
気
に
面
す
る
建
具
の
一
部
変
更

　②
諸
室
の
使
わ
れ
方
の
変
更

　③
庭
と
建
築
内
の
床
の
関
係
性
の
再

考

　の
３
つ
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
５
回
の
増
改
築
に
耐
え
て
き
た
建
築
は
、
簡
単
な
機
能
の
変
更
と
い
っ
た
建
築
の

抽
象
的
な
変
動
に
も
容
易
に
耐
え
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
機
能
・
用
途
は
建
築
の
本
質
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に
臆
す
る
こ
と

な
く
、
逆
に
そ
れ
ら
に
耐
え
う
る
よ
う
な
先
行
形
態
を
準
備
す
る
心
構
え
が
重
要
だ
。

機
能
の
変
更
に
、
設
計
者
が
オ
ー
バ
ー
に
反
応
し
す
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

そ
の
二
十
三

    

床
は
機
能
的
な
要
請
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
建
築
の
部
位
の
一
つ
だ
。
軽
率
に
改
変
が
可
能
な
故
に
、
表
層
（
床
材
）
を
入

れ
替
え
る
こ
と
で
要
請
を
ク
リ
ア
し
て
し
ま
う
こ
と
も
往
々
に
し
た
あ
る
。
そ
こ
で
、
床
を
支
え
る
基
礎
の
種
別
を
見
直
せ
ば
、

上
階
の
増
築
・
鉛
直
加
重
の
増
大
等
の
過
大
な
要
請
が
加
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
突
発
的
に
強
靭
な
切
断
が
加
わ
る
こ
と
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
過
去
と
現
在
以
降
の
文
脈
が
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
溶
け
合
い
、
こ
れ
か
ら
降
り
注
ぐ

理
不
尽
な
事
象
を
も
誘
拐
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

床
を
検
討
す
る
際
に
は
、
基
礎
の
種
別
も
見
直
す
べ
し
。

そ
の
二

　こ
の
周
辺
環
境
を
み
て
、
狭
い
道
に
面
し
た
窮
屈
な
風
景
だ
、
車
は
入
れ
る
の
か
、
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
々
の
街
や
風

景
に
対
す
る
意
識
と
「
制
度
」
や
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
も
の
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
我
々
は
そ
の
よ
う

な
制
度
的
な
側
面
か
ら
街
を
見
る
こ
と
が
習
慣
化
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
項
道
路
で
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
必
要

な
部
分
の
架
構
・
立
面
・
地
盤
面
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
両
者
の
主
従
関
係
を
フ
ラ
ッ
ト
な
も
の
と
し
、
境
界
線
を
感
覚
的
に
と
ら
え

る
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
た
。
建
築-

制
度
・
イ
ン
フ
ラ
が
並
列
関
係
に
な
る
こ
と
で
、
今
後
も
制
度
側
か
ら
の
要
因
で
建
築
に
変

更
が
加
わ
っ
て
も
、
そ
れ
に
建
築
が
再
び
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
追
従
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

「
建
築
」
と
「
制
度
・
イ
ン
フ
ラ
」
の
強
い
癒
着
関
係
を
疑
う
べ
し
。

そ
の
二
十

   

　建
物
の
階
数
の
変
更
を
行
う
場
合
、
既
存
の
横
架
材
の
ば
ら
つ
き
や
、
基
礎
が
水
平
構
面
を
確
保
す
る
の
に
十
分
な
性
能
を

有
し
て
い
る
か
等
、
既
存
部
材
性
能
に
過
分
に
影
響
を
受
け
る
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
と
は
無
関
係
に
新
し
い
構
造
を
差
し
込
ん
だ

場
合
、
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
的
な
図
式
に
収
束
し
、
過
去
の
文
脈
は
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
。
既
存
に
依
拠
し
す
ぎ
ず

拒
絶
も
し
な
い
、「
既
存
を
補
強
し
つ
つ
、
既
存
に
他
律
的
に
組
み
上
げ
る
」
介
入
は
、
建
築
に
適
度
に
新
し
い
血
の
巡
り
を
与
え
、

従
来
の
架
構
を
自
然
な
状
態
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

階
数
の
変
更
は
、
既
存
に
依
拠
し
す
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

そ
の
六

　 用
途
の
変
更
に
耐
え
う
る
た
め
に
特
に
重
要
で
あ
っ
た
介
入
が
①”

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
の
積
極
的
な
見
直
し
、
②
建
築
の
内

外
（
特
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
玄
関
）
の
関
係
の
見
直
し
で
あ
る
。
規
模
的
な
側
面
が
起
因
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
部

の
プ
ラ
ン
に
は
全
く
影
響
が
出
な
か
っ
た
。
建
築
設
計
が
行
わ
れ
る
際
に
、
つ
い
プ
ラ
ン
ば
か
り
に
注
力
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
、
空
間
的
に
寄
与
し
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
部
分
の
点
検
作
業
に
本
質
は
あ

る
。

機
能
の
変
更
に
耐
え
う
る
先
行
形
態
を
準
備
せ
よ
。

そ
の
二
十
四

　 家
族
形
態
の
変
化
に
備
え
る
等
で
建
築
に
余
剰
な
室
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
竣
工
時
特
に
支
障
は
な
い
が
、
将
来
起
こ
る

予
測
不
可
能
な
変
化
に
、
機
能
的
側
面
で
備
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
建
築
の
価
値
固
定
化
を
促
進
さ
せ
る
。
そ
の
場
合
は
減

築
等
で
、
機
能
的
余
剰
を
克
服
す
る
こ
と
が
良
い
だ
ろ
う
。

部
分
空
家
を
誘
発
す
る
よ
う
な
設
計
介
入
に
は
注
意
す
べ
し
。

そ
の
三

　

6

回
の
介
入
全
て
を
通
し
て
、
四
畳
半
の
居
間
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
起
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
現
実
世
界
に
起
こ
っ

た
増
改
築
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
四
畳
半
の”

半”

の
部
分
は
設
計
介
入
が
行
い
に
く
い
頑
固
な
存
在
で
あ
っ
た
。
設

計
者
が
介
入
し
、
要
請
や
時
代
情
勢
が
変
化
し
た
と
し
て
も
不
変
で
あ
っ
た
四
畳
半
の
寸
法
体
系
は
、
逆
に
言
う
と
建
築
内
部
に

強
靭
な
コ
ア
を
つ
く
る
際
に
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

455m
m

の
寸
法
は
不
変
に
近
い
部
分
を
生
む
。随
所
で
使
う
べ
し
。

そ
の
二
十
一

　
　構
造
的
合
理
を
満
た
す
に
は
、
構
面
を
生
む
強
い
芯
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
が
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

ポ
イ
ン
ト
を
作
る
こ
と
は
建
築
の
動
き
に
く
い
部
分
を
特
定
さ
せ
、
強
い
部
分
と
弱
い
部
分
の
対
比
構
造
を
発
生
さ
せ
、
建
築
が

人
造
人
間
化
す
る
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
複
数
の
論
理
を
導
入
す
る
こ
と
が
良
い
だ
ろ
う
。
少
量
の
構
面
を
確
保
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
複
数
作
る
こ
と
で
、
強
い
芯
を
作
ら
ず
に
、
構
造
的
合
理
を
叶
え
つ
つ
、
動
的
状
態
に
な
る
こ
と
を
促
せ
る
。

通
り
芯
・
棟
の
位
置
を
疑
う
べ
し
。

そ
の
七

　水
回
り
が
建
築
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
の
に
対
し
、
収
納
は
居
住
者
の
要
件
に
最
も
左
右
さ
れ
や
す
く
、
建
築
設
計
に
お
い
て

も
最
も
軽
視
し
て
し
ま
い
が
ち
な
部
分
だ
。
一
階
の
ワ
ン
ル
ー
ム
的
な
空
間
を
補
助
す
る
よ
う
に
、
前
面
道
路
か
ら
中
廊
下
を
抜

け
た
先
に
見
え
る
よ
う
に
、
大
き
な
収
納
を
躯
体
と
は
切
り
離
し
て
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
収
納
は
単
な
る
イ
ン
フ
ィ
ル
的
に
躯

体
内
に
ポ
ツ
ン
と
置
い
て
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
収
納
が
消
滅
し
た
と
き
、
道
路
面
か
ら
の
建
物
内
へ
抜
け
る
視
線
、

ワ
ン
ル
ー
ム
の
仕
切
ら
れ
方
、
東
側
建
物
と
の
距
離
感
な
ど
、
収
納
と
密
接
に
絡
み
つ
い
た
様
々
な
要
因
の
緊
張
関
係
が
一
気
に

解
き
放
た
れ
る
。
皮
肉
に
も
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
躯
体
と
内
装
と
の
主
従
関
係
が
反
転
す
る
。

居
住
者
の
要
件
に
左
右
さ
れ
や
す
い
部
分
の
み
躯
体
か
ら
切
り
離
す
べ
し
。

そ
の
二
十
五

　
　 二

項
道
路
や
都
市
計
画
道
路
敷
設
な
ど
、
外
的
な
要
因
が
起
因
し
て
建
築
の
現
状
が
揺
ら
ぐ
瞬
間
は
ど
の
場
所
で
も
訪
れ
う

る
。
こ
の
よ
う
な
外
的
要
請
は
、
建
築
が
重
い
腰
を
あ
げ
る
十
分
な
機
会
で
あ
り
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
転
換
す

る
た
め
の
具
体
的
な
手
続
き
の
検
討
に
注
力
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

二
項
道
路
に
よ
る
減
築
は
建
築
が
動
く
チ
ャ
ン
ス
。受
け
入
れ
る
べ
し
。

そ
の
四

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
最
も
介
入
が
増
加
し
た
の
は
、
具
体
的
な
要
請
が
存
在
し
な
か
っ
た
四
手
目
で
あ
っ
た
。
要
請

は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
法
制
度
に
よ
る
減
築
・
居
住
者
変
更
に
よ
る
躯
体
の
見
直
し
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
の
変
更
等
多

く
の
手
立
て
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
居
住
者
側
か
ら
の
具
体
的
な
要
請
が
発
生
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
り
も
、
社
会
や
居
住
者
自
身

に
文
脈
の
変
化
が
発
生
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ほ
う
が
、
建
築
が
動
き
出
す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
御
用
を
単
に
聞
気
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
広
き
を
見
渡
し
て
本
当
に
必
要
な
設
計
介
入
を
行
う
瞬
間
を
見
極
め
た
い
。

要
請
の
発
生
よ
り
も
、
文
脈
の
変
化
す
る
瞬
間
を
注
視
す
べ
し
。

そ
の
二
十
二

　
　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
際
に
扱
っ
た
建
築
は
、
部
材
の
ほ
と
ん
ど
が90

角
と
か
な
り
細
い
材
料
で
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、、
次
な
る
一
手
を
打
つ
た
め
に
多
く
の
検
討
が
が
必
要
に
な
っ
た
。
も
し
、
も
と
も
と
の
部
材
の
寸
法
に
多
少
の
余

剰
が
あ
れ
ば
別
の
一
手
を
と
る
選
択
が
と
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
改
修
に
の
み
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
築

の
場
合
に
お
い
て
も
、
部
材
の
寸
法
を
厳
密
な
構
造
計
算
に
依
拠
し
す
ぎ
ず
に
、
余
剰
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
建
物
が
改
変

さ
れ
使
い
続
け
ら
れ
る
上
で
重
要
な
性
能
か
も
し
れ
な
い
。

部
材
の
寸
法
に
は
余
剰
を
持
た
せ
る
べ
し
。

そ
の
八

　こ
の
土
地
は
、
も
と
も
と
一
級
河
川
の
後
輩
湿
地
で
あ
っ
た
場
所
が
宅
地
と
し
て
段
階
的
に
切
り
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
イ
ン
フ
ラ
と
建
築
群
の
配
置
が
土
地
に
旧
来
か
ら
潜
む
論
理
で
固
定
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
将
来
の
抜
本
的
な
変
則
に

揺
さ
ぶ
れ
に
く
い
と
い
う
性
格
の
存
在
が
読
み
取
れ
る
。
故
に
、
建
物
の
大
き
く
湾
曲
し
た
道
に
面
す
る
部
分
を
、
土
地
の
秩
序

に
従
っ
て
解
放
し
、
そ
う
で
な
い
部
分
は
隣
家
を
外
構
と
し
て
見
立
て
た
り
、
塀
を
建
て
て
経
済
原
理
に
追
従
し
て
い
る
。
建
築

の
立
面
は
、
現
状
の
取
り
巻
く
環
境
の
表
層
に
大
き
く
作
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の
裏
側
に
ま
で
遡
り
、
土
地
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
る
秩
序
を
建
築
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

建
築
の
立
面
は
、
土
地
の
成
り
立
ち
ま
で
遡
り
、
検
討
す
べ
し
。

そ
の
二
十
六

秘伝書の内容 ( 一部を抜粋 )

可逆的設計プロセスまとめ表

① 1 手目 ~6 手目の中でどの段階への介入かを示す。

② 該当する要請に対して何度目の介入かを示す。

④ 介入のタイトルを示す。

③  ひとつの介入の中で施す具体的な手段を示す。

介入Ⅰ -1  -a _ 現実と同じ措置を施す。( 工場の新設 )

⑤ 文化的景観インデックスの該当番号を示す。

1

手
目(1958)_

工
場
の
増
築
と
資
材
庫
の
建
設

2

手
目(1968)_

工
場
の
拡
大
、
姉
妹
部
屋
の
新
設

テ
ラ
ス
の
新
設

3

手
目(1973)_

姉
妹
の
別
々
の
部
屋
の
増
築
。

4

手
目(1990)_

家
族
形
態
・
生
活
様
式
変
化

に
伴
う
減
築

５
手
目(2009)_

二
つ
の
寝
室
の
増
築

六
手
目  (2021)_

環
境
に
明
け
渡
す
た
め
の
一
手

動的な住宅設計の流れ

～  数歩下がって一歩進みまた下がる可逆的設計プロセス ～ 

19601950 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030

　「介入 1-1-b の修正」。資材庫を工場の
下屋とみなして工場の架構に依存するよ
うな形で増築した。集落の下屋増築ルール
にのっとり、資材庫を工場の軒下に滑り
込ませ工場の屋根から流れる雨水を敷地
境界線ぎりぎりで処理する施策を施した。

　 資 材 庫 は 多 大 な 荷 重 に よ る 負 荷 が か か
る こ と が 考 え に く い 建 物 だ。 軽 量 な 架 構
で組む場合、現実と同様に破壊されてしま
う 危 険 性 も あ る。 そ こ で 少 々 オ ー バ ー リ
アクションではあるが、下部をコンクリー
トブロックで造り、その上に大引を回し、
柱を建てる架構とした。  介入 2-3 へ進む。

　 資 材 庫 を、 工 場 の 平 入 面 に 対 し て 正 対
す る よ う に 建 設 し た。 工 場 と 動 線 的 に 強
く 接 続 し て お り、 構 造 的 に も 自 立 し て い
る。 こ の 二 つ の 介 入 は、 想 定 通 り 要 請 を
最 も 単 純 明 快 に 満 た し て い る も の で あ っ
た。→  介入 2-1 へ進む。

　現実と同じ処置を施す。異形断面で
はない木材を用いて住宅の架構に依拠
する形で工場を新設。基礎は布基礎で、
GL 面との高低差を軽減するために、そ
の立ち上がりは GL+200 と抑えた。祖
父の足への負担を考慮し、土間コンク
リートの上に大引きと根太を設け床を
敷設。

工場の壁は柱の間に間柱が立ち、その上
を木摺り下地で覆っていた。こちらも現
実と同様の構法を採用して工場の外壁と
した。

　姉妹部屋新設の要請に伴い、工場の床を撤
去し、土間コンクリートの上に束石を立て、
床(母屋と同じGL+500の床高)を新設した。
居室化に伴い外壁の変更が生じ、外周部の
土台よりも内部の床の方が高い位置にある
状態に。この状態を成立させるには土台 -外
壁のさらなる詳細な検討が必要になる。

　工場を居室にするにあたり、工場の外装
材をそのままに、野縁の間に断熱材を挿入。
旧工場の土台と新設床板との取り合い部分
には束を土台に垂直に抱き合わせる措置を
講じた。

　工場は二軒間隔で柱を落とす架構としたが、
このルールの場合、姉妹部屋と工場の間の間
仕切り壁が設置できないことが発覚。工場の
柱の位置を変更する。介入１- ２へもどる。

　 内 部 居 室 の 肥 大 化 に 伴 い、 工 場 を 拡 大
し て 当 初 の 面 積 を 確 保 す る こ と が 必 要 に
なった。既存の資材庫を破壊。その後、工
場と同じ構造種別 ( 木造 ) で増築。要請を
満たしたものの、操作全体として過去の介
入をキャンセルし、現状にのみに応えてい
る事が目立つ。　→  介入１- ２へもどる。

　庭の面積減少に伴い、GL 以外での外
部空間の確保が必要になった。工場の資
材庫転用部分の屋根架構をフラットルー
フとなるように組み、上に合板・セメン
ト板・アスファルトルーフィングを施し
てバルコニーとした。
 介入 3-1 へ進む。

　介入 5-1-b よ り布基礎を立ち上がり
350mm で増設し、その上に土台・根太・
耐水合板・フローリング材を設けるように
基礎と上物の関係を再検討した。これでよ
うやく水平構面を確保することができる。
→介入 5-2 へ進む。

　いつしか価値が付与され冷凍保存されて
きた母屋を動きやすい状態にすべく、工場
の桁を母屋の梁にドッキングし、母屋東端
の筋交いを工場東端に移動させ、工場と母
屋で一つの架構とした。工場に母屋が寄り
かかることで、主 - 従関係を反転させた。

 　資材庫はもともと強い鉛直荷重による負
荷に耐えらる構造で建設していない。故に
工場の一部に取り込む際に鉛直荷重に耐え
られるような補強が必要だ。内側に布基礎
と大引きを回し、内側から資材庫の架構に
抱き合わせる形で構造補強を施した。しか
し cb の芯に土台を置いているため鉛直材の
抱き合わせが難しい。→  介入１-4 へ戻る。

 　資材庫を工場の一部として転用する。工
場 の 平 入 面 と 同 じ 長 さ (3640mm) を 確 保
するために、資材庫の西側に新規で架構を
組 み、 資 材 庫 - 工 場 の 架 構 と 一 体 化 す る。
工場の新規部分は資材の保管や玄関として
の役割も持つため、床は土間コンクリート
とした。

　　工場の戸の位置を 1軒分だけ北側にスラ
イドさせた。これにより、基礎の立ち上がり
を避けて玄関にアプローチすることが可能に
なる。_介入 4-5 へ進む。

　工場に対して二階の床を増築した。基礎
の関係から、水平構面を確保するために 1
手目で手を加えた方のみの工場のフットプ
リントを立ち上げたが、200mm の基礎の立
ち上げのみだと耐力が得られず、工場に直
接手を加える判断も最良とは言えず、母屋
の外形線を保存し続ける介入となった。介
入 3-2 で再検討

　母屋の架構に対して二階の架構を積み重ねる。
妻側の梁が異形断面なため、その上に束を立て
床梁を渡す。二階への動線確保のために、階段
上部の梁の架け直しを行うことで一階のプラン
に影響は与えずに要請をクリアした。 介入 4-1
へ進む。

 　異形断面の梁上部に束を落とすことを避け、
一部通し柱を新設し、平面的に母屋に対して入れ
子状に二階を設けるような架構とした。また、階
段と梁が交わる場所にある梁の架け方に手を加え
たことで、中廊下を境界線として、北と南の架構
がおおよそ分節された状態になった。

 既存の構造とは切り離して架構を組むことから、
単独で水平・鉛直構面を確保することが必要だ。
既存の布基礎に対して、水平構面を確保する部分
にべた基礎を新設し、柱間を鉄骨ブレースで補強
した。空間的にも水平材が乱立するような特異的
な状態が生まれた。
 介入 4-2 へ進む。

　4-4-c より、布基礎を追加する選択は構造耐
力確保のためには有効であったが、床レベルの
フィックスを促進させ、地盤と建築の関係を固定
的にしてしまっていた。そこで、布基礎に対して
ベタ基礎を増打することで、水平構面を確保する
と同時に、建築-地盤-周辺環境との関係を近づけ、
建築が固定していたＧＬ +500mmで生きること
から解き放たたせた。 介入 4-5 へ進む

　4-5-b における、建物と土地との切れ目のある
段階的な関係を疑った。しかし、これを問題とす
る根拠は薄く、尚且つこのプロジェクトでは 6回
の介入という” 複数” の論理を味方につけること
が可能だ。すなわち、この団系で過剰な反応を示
せずとも、今後の介入のどこかで乗り越えるべき
時が来た時に、克服すればいいと判断した。介入
5-5 へ進む

　胴差を一部設けずに二階の床を敷設する検討。
力の流れを考慮して、既存桁の一段下にもう一列
桁を設け、桁A- 桁 B間と桁 B- 胴差間に水平剛性
を担保するためのコンパクトブレース（M12）を
挿入した。２階東側のみの剛性が向上するため、
東側にも同程度の剛性となるような水平構面を確
保した。

　介入 6-3-a より西側二階寝室まわりの開口部を
編集することが必要になった。踊り場前に将来設
けられる東側寝室への入り口となる建具を設ける
ことになるので、この段階から内側に引き戸を設
けておく。内側引き戸となることから階段を幅
100mm削って敷居を作ったことで、北側の光が
少しだけおちる細いスリットが生まれた。

　なぜか踊り場に引き戸があるという謎の状況を
避けるべく、引き戸を開けた先に小さい庇と手す
りを設け、屋根面が部分的に使用できる状況をつ
くった。手すりは今後の介入でなくなることにな
るかもしれないが北東への建築の顔は残るだろ
う。しかし、元工場部分屋根勾配が急すぎるので、
こちらの架構及び屋根材を再検討したい。
介入１- ６-a で再検討。

　今後の変更を踏まえ、二階西側寝室の建具戸も
階段の踊り場に設置する。寝室の北側壁面に宙に
浮くような引戸を設置することになるため、壁面
に建具レール（敷居）を外付けし、鴨居はもとも
と設置を検討していた寝室の北側開口部と地続き
のものとした。

　
　東側の建具はフレキシブルボード (t=6mm) と
し、西側の fix 窓を介して室内に侵入した西日を
反射して、光の届きにくい一階玄関・台所を照ら
す光源の役目を担う。

　鉛直構面は、胴差の高さを変更した部分は既存
桁の高さをコンパクトブレースで補強し、その他
の隅は新設する胴差の高さで補強を行った。

　居室の断熱性能を向上させようとすると、
現状の壁や床のラインが強い価値を持ち、実
際の建物と同じ全体性に近づいてゆくことが
判明した。特に介入 3-2-a では、既存の室の
境界線をなぞるような増築であったために、
それを加速させてしまっている。 介 入 3-3
へもどる。

　居住者の変更により、住宅内が部分的に空
家になる。この介入ではその状態を一度その
まま受け入れ、ハードの変更を行わずに、室
の持つ役割のみを変更する手立てを行った。
 介入 5-1 へ進む。

　介入 5-4-b より、空家となっていた旧
工場の元資材庫部分を野縁とポリカーボ
ネートを取り払い、架構と屋根材と床を
残す形で減築した。天井に西日が反射し
て屋内に光を届けるようなサンルーム的
機能を獲得した。

 介入 1 で新設した工場を南から一軒分減
築 し、 外 壁 の ラ イ ン を 内 側 に セ ッ ト バ ッ
ク さ せ た。 強 い 全 体 性 を 押 し 付 け て い た
通 り 審 の 位 置 が ず れ、 建 物 の 外 形 が 融 解
し始めた。

　減築行為を行ったがために、建築行為
を行った場合考慮が必要な建築基準法第
42 条 2 項道路によるセットバックへの対
処方法の検討が必要になった。これをそ
のままこの計画に引き入れた場合、台所
の面積がほとんどなくなることになる。
介入 4-4-b で再検討。

　ユーティリティーを旧工場の北側に移
し、設備配管の位置を切り替えた。セッ
トバックを考慮したとしても台所の面積
が元々と同じ大きさだけ確保することが
できた。

　減築部分（台所部分）の架構を組みな
おす必要がある。残っている柱を基に組
みなおすと、平面的にみて斜めの通り審
が新設され、道路と正対するような架構
となる。屋根もそれと並行に切り落とす
ことで、敷地内部に別の軸線が生まれた。

　玄関と前面道路との距離が自動的に 300mm
程度となる。流動的すぎる文脈とは一定の距
離をとりたい。そこで、敷地東側の減築部分
を新しい玄関とし、（4-3-b）で行った減築部
分に機能が追加された。しかし、布基礎の立
ち上がりがアプローチを遮断していしまって
いる。
介入 3-4-a で再検討。

　介入 3-5 より、玄関の位置を敷地の
奥に引き込んだことから、そのアプロー
チに最低限度の介入を施す。捨てコン
クリート + モルタル下地 +200mm ×
200mm のタイルを幅 800mm で敷設し、
玄関までのアプローチとした

収納が大幅に減少したため、西の広間に
2730 × 1820 の収納を新設した。それ
に伴い４手目で行う減築の境界線が自動
敵に決定され、その際の立面にも影響を
及ぼすことになった。

以上２つの介入によって、収納・水回り
の部分が北東に集約される構図が生まれ
た。意識的に変わりにくい部分を作るこ
とで建築が固定されることは時代が証明
している。この部分の開口部を敷地外と
の関係性から編集することで、対立関係
を乗り越えたい。介入 1-8 へ戻る。

　減築行為により西側にできた空地は
門・塀等は立てられないが、仕上げ等は
自由であった。そこで道路の仕上げであ
るアスファルトと近しい色の土間コンク
リートを敷地内に引き入れ、勝手口まで
延長させる。街並みが変化しても当時の
痕跡は形を変えて残るだろう。

　玄関の位置を変更したことで、希薄に
なった街との関係性を別の方法で復元さ
せた。具体的には玄関を勝手口とし、北
側アプローチとすることで、街と接する
表面積を増幅させ、異形の敷地を生み出
した背景にある経済原理をポジティブな
ものに転換させた。

　タイルを引いたことにより、内部
(GL+500) と縁側 (GL+500) とタイル
(GL+100) が高さ方向で切れ目のある段
階的な関係になった。この状態も悪くは
ないが、もう少し地盤 - 基礎 - 上物の関
係性を検討し直したい。
介入 3-5-a で再検討。

　介入６-1-c より、将来的な用途の変更に
対応するには狭すぎるキッチンを拡大すべ
く、便所の位置を風呂に隣接させ、水回り
の位置を集約させた。北側に広がるキッチ
ンと階段下がつながり、建物内部での南北
方向の対立が若干緩和された。

　部分空家になっていた工場に対して夫婦
寝室を入れ込んだ。既存の工場床をそのま
ま寝室の床として転用。機能としては成立
しているが、旧資材庫を撤去せねば採光が
得られず、居室の南側に巨大な納戸がある
といった、居住環境として適当とは言いに
くい状態である。

　介入 5-2-a で要請をクリアしたものの、
介入 4-2-a で空家部分を巨大な納戸とみ
なして設計介入をしなかったが故に、外
部との関係性の希薄化」・「建物のニュートラ
ルな変化の阻害」を喚起してしまった。→介
入 4-3 へ戻る。

　介入 6-2-a より部屋間に強固な壁面を
作らずに部屋同士を間仕切る方法を検討
した。1820mm の接触表面積の内、半分
の 910mm を FL から 2000mm の部分は
断熱材を設けない間柱表しの壁面とする
ことで、壁を独立させた撤去しやすい状
態として成立させる。

　介入 6- ３より、ゲストハウスへの用途
変更にスムーズに対応可能にすべく、居
室２の北側開口部を一つ当たりのドミト
リーのピッチ・高さに合わせた水平連続
窓を採用した。

　複数人の利用が想定される共同キッチンは、
現状狭すぎる。二項道路によるセットバック
時にはそれでも目をつむっていたが、ここで
その判断が裏目に出ることになる。環境の変
化は然るべきタイミングで受け入れるべきで
あった。
→介入 4- ６へ戻る。

　子供部屋が宿泊者の寝室になることから、
現状の室の性能は採光・通風面等の居住環境
に対してオーバースペックである。住宅とい
うプログラムにのみ対応するならば、現状の
大開口で十分性能を満たすが、極小敷地にお
ける宿泊機能をもつ建築の性能としては過剰
だ。→介入 5-7 へ戻る。

　住宅という、ある種の閉鎖性を持つことで
成し遂げられるプログラムと、不特定多数の
人間の滞在を促進するゲストハウスとでは、
とることが可能な周辺環境との距離感に大き
なギャップがある。立面を見直すことが重要
であると判断した。

　現状の南側の立面は、内部の室が居間で
あったこともあり、木製建具で外部との関係
に一定の線を引いていた。建具の高さは約
１８００ｍｍであり、閉鎖性の高い立面であ
る。そこで、建具を高さ 2200mmに変更する
ことで、内部での活動が部分的に外部に漏れ
出るように境界面を編集できないかと考えた。

　2200mmの建具を設けるために、布基礎の
外部側のGL面に敷居を、その下に犬走を新
規的に設けることで、開口部の編集に成功し
た。さらに、布基礎の一部を切断し、建築と
外部との距離感を部分的に縮めた。縁側も部
分的に撤去し、総じて介入が現実世界のもの
と接近したことになる。

　二階は西側の部屋を部屋貸しの寝室。東側
はドミトリーとしたが、ニコイチでの利用も
可能とすべく部屋同士が接続可能な状態とす
る。そのためには介入５で双方の部屋同士の
開口部を再検討しなければならない。
→介入 3-7 へ戻る。

　架構を再検討せずとも、式台を部屋の中と
外に設ければ高低差を乗り越えられる。しか
し、弱項を守るためだけの介入は強項に将来
的にエラーをもたらす可能性も否定できない。
ここでは、2階増築時の架構をもう一度見直
巣判断を下した。→介入 3- ６へ戻る。

　2階の増築部分の床を、既存の小屋梁に依
拠して設けたことで、二階の二つの部屋同士
で高低差が生まれた。このままだと西側の部
屋の床梁が邪魔で部屋にアクセスすることが
難しい。この高低差を介入のタイムラグを空
間に反映させている良点と判断し、これを保
持したまま、この問題を乗り越えたい。

　二階増築部の一階北側だけでなく、
南側の基礎も足りていない。もし、介
入 4-3-b にてベタ基礎を打っておけば
水平構面を確保することができた。→
介入 4-4 へ戻る。

　工場の架構の上部、二階寝室の東側に
新たな寝室を増築した。この増築も介入
1 の資材庫の増築と同様に、既存の架構
に依拠する形式で増築を行う。通し柱を
一本新設し、この柱を起点に水平構面を
確保する。

　６手目のは確実なコンテクストが存在
しない状況に対する初めての介入であ
る。渡邉家の血縁からではなく、他者が
介在する瞬間に起きるギャップを検証し
てはじめて、この建築が動的状態を獲得
できるかどうかの検証ができる。

　単なる地域経済や公共性にコミットし
にくい、尚且つ不特定多数の人間が利用
することが可能なプログラムとしてゲス
トハウスを選定する。個室と共用部とい
う対立的な状態である現状を、近からず
遠からずの機能を挿入した際に起こるス
ケールギャップの側面から検証したい。

　一方で、二階北側の柱が落ちる場所に
ある基礎は、介入 2 で独立基礎としたが
ために、新たに布基礎かベタ基礎を新設
する必要があった。二度手間である。一
度でも床を変更する際には、基礎種別も
変更すべきだと感じた。
→介入 2-3 へもどる。

　介入 1-1 の柱の設置位置では工場と姉
妹部屋を仕切る間仕切りの設置が困難で
あることが判明。芯の位置を調整し、柱
の落とし方を変更した。介入 2-2 へ進む。

介入Ⅰ -3-a _
主従の関係性の徹底

介入Ⅰ -3-b _
破壊しにくいようにオーバーリアクションで。

介入Ⅰ -1-c _
現実と同じ措置を施す。( 資材庫の新設 )

介入 1-2-a_
工場通り芯の調整

介入Ⅰ -1-b _
現実と同じ措置を施す。( 工場の構法 )

介入Ⅰ -1-a _
現実と同じ措置を施す。( 工場の新設 )

介入Ⅰ -3-c_
成立時代の異なるものを一つの構造としてと

介入 1-4-a_
芯ではなくアウトラインで合わせる。

介入 1-5-a_
梁の断面寸法に余剰を持たせる。

介入 1- ６-a_
工場の屋根形状を再々検討

介入 1- ７-a_
資材庫の架構の再検討

介入 1-8-a
強すぎる構造を弱める。

介入 1-8-b
可変に近い部位に不変な部位を接近させる。

介入 1-9-a
将来の変化が予測される部位の壁面

介入 1-9-b
将来の変化が予測される部位の壁面

介入 2-1-a_
土間コンの上に床を敷設する。

介入 2-1-b_
異なる基礎同士を調停する。

介入 2-1-c_
間仕切りの設置が難しい。

介入 2-2-c_
資材庫の破壊、工場の増築。

介入 2-3-c_
従の架構を組みなおす

介入 2-4-a_
姉妹寝室北端に布基礎を新設。

介入 2-3-b_
インスタントな事物を高強度で取り込むには

介入 2-3-a_
架構の拡張

介入 2-5-a_
基礎 - 外構 -開口部の在り方の調停

介入 2-6-a_
屋外階段と下屋の架構の取り合いの見直し

介入 2-7-a_
屋外階段と下屋の取り合い

介入 3-1-a_
工場の架構に二階を積み重ねる。

介入 3-2-a_
母屋の架構に直接二階を積み重ねる。

介入 4-1-a_
断熱改修

介入 4-2-a_
ハードの変更を伴わない間取りのみの変更

介入 5-1-a_
工場の躯体に二階を積み重ねる。

介入 5-1-b_
直面する基礎問題。

介入 5-2-a_
床梁の断面寸法の欠落

介入 5- ３-a_
床梁が邪魔で部屋へのアクセスができない。

介入 5- ３-b_
即物的 VS恒久的

介入６-1-a_
不確実な環境に委ねる

介入６-1-b_
プログラムの選定

介入６-1- ｃ _
室のスケールギャップ

介入６-2-a_
一応ユニバーサルに使えるようにもする１

介入６-3-a_
寝室の開口部の編集

介入６-５-a_
建築と街との距離感を縮めるには

介入６-５-b_
機能の変更時は、開口部の編集から

介入６-５- ｃ _
基礎の部分的切断と、地面への敷居敷設

介入 5-4-a_
工場跡に寝室を入れ込む。

介入 5-4-b_
部分空家をつくることの弊害

介入 5-5-a_
基礎を打っておけばよかった......

介入 5- ６-a_
室同士の間に建具を設けてみる

介入 5-7-a_
居室の開口部の事前編集

介入 4-3-a _
空家部分の減築その 1

介入 4-3-b _
空家部分の減築その 2

介入 4-4-a_
ユーティリティーの見直し

介入 4-4-b_
減築部分の架構の組みなおし

介入 4-4-c_
玄関の見直し、

介入 4-5-a_
外構の再検討その１

介入 4-5-b_
外構の再検討その 2

介入 4- ６-a_
ユーティリティーの変更その２

介入 4- ６-b_
収納の位置の変更

介入 4- ６-c_
対比的な部分の発生

介入 4- ７-a_
敷地境界を残し続ける地面

介入 4- ７-a_
街に対する構え方の変更

介入 4-3-c _
法による減築

介入 3-3-a_
既存躯体への完全な依拠の廃絶

介入 3-3-b_
水平構面確保のため基礎増打ち・ブレース挿入

介入 3-4-a_
外部との兼ね合いにより基礎の再検討

介入 3-5-a
今、その問題を克服する必要はあるか

　コンクリートブロックと土台をコンク
リートブロックの内側アウトラインで合わ
せ、介入 2で柱と束の抱き合わせが可能な
状態とした。

　介入１－５より、小屋梁が床梁として転用
可能にするべく、小屋梁の断面寸法を見直
した。床が敷かれる部分のみ断面寸法を 90
× 180mm とし、そうでない部分は、90 ×
150mmに変更して、事後的な介入に耐える
るような架構とした。介入 5-3 へ進む。

　介入 3-7-b より屋根面へ登れるように、屋
根勾配を緩くすることが必要になった。そこ
で、工場の棟の位置を南へずらすことで、屋
根勾配を 1/10 へ緩める措置を施した。屋根
材は将来的に切断することから、加工が容易
なトタンを選定する。

　資材庫の架構を見直す。南北方向に架かる
長手の梁を介入２にて設置する階段幅分伸ば
し、それに対して屋外階段が噛み合う状態を
助長するデザインとした。架構を見直すこと
で、事後的に発生する対症療法的な介入を避
ける。→介入 2-6 へ進む。

　介入 4-6-c より、ユーティリティーが集約
する場所は、建築の不変に近い部位である。
それを無理に変化のしやすいように揃えるこ
とも簡単ではない。強いてできることといえ
ば、この建築で最も可変な部分の構えに近づ
け、ヒエラルキーの小さい、均質な立面にす
ることだ。

　この建築で最も時間の影響で姿を変えてき
たのは、西側の立面である。故に、そこと近
しい寸法・工法でユーティリティーの開口部
をつくり、西側道路から見ると、ドッペルゲ
ンガー的な立面にな介入とした。

　工場は、架構のみを残して断熱材を挿入し、
収納や居室に転用されることになる。しかし、
この段階からそのような過剰な措置を施して
も、単に材の劣化が進行するだけである。将
来の機能的側面、現在の機能的側面、使用す
る材の論理、複数の主体に構えた今打てる一
手を考えたい。

　工場の外壁であるトタンは、軽率に撤去が
でき、架構にも大きな影響を施すことはない
柔軟な素材だ。トタンを縦目地方向で架構に
打ち付けるために、開口部を避け、柱間に横
桟をとりつける。将来的に室の機能が変わる
際に、桟とトタンを取り外すことで、容易に
文脈の変化を受け入れることができる。

　屋外階段の設置方法の検討量の不足に現場
（本模型作成時）で気づく。このことを下屋の
架構形状の決定根拠の一つとして加え、介入１
において資材庫の架構をもう一度見直す。→介
入 1-7 へ戻る。

　南北方向に伸ばした梁に対して、独立柱
を接合する。柱の下にはコンクリーとの犬
走を設け、そこに対して柱受金物を取り付
けた独立柱を打ち込む工法を採用した。架
構を組みなおす際に受け入れなければいけ
ない要請は、他の要因を主語にすることで、
叶えることができる。

表全体の見方

脚注３

脚注 1

脚注 2

エラーの発生。エラーの発生を促した介入へ戻る。

エラーが発生せずに、次の介入へ移る。

この赤枠で 1 手目の初回の介入を示す。

点線枠の中で一つの操作を示す。

1 手目

2 手目

3 手目

4 手目

一手の流れ、流れた時間 (X )

1~
6

手
目
の
序
列(Y

)

　一つ一つの操作の共通の示し方。このプロジェクトの中だけでのみ共有でき
るという状態は避け、介入のタイトルを可能な限り概念レベルまでに上げるこ
とを意識した。

エラーの判断基準１ : 次の介入を行う際に、以前に行った介入がそれを阻害する場合。

: 行った介入が、文化的景観インデックスに基づく解釈に対して
　相反するものとなった場合。

エラーの判断基準 2

介入 3-6-a_
胴差の調整

介入 3-6-b_
胴差の調整

介入 3-7-a_
建具位置の変更１

介入 3-7-b_
建具位置の変更２

介入 3-7-c_
建具の具体的な検討１

介入 3-7-c_
建具の具体的な検討２

A04 参照A13 参照

　小屋梁を床梁と見立て、二階の増築を行う
には現時点での梁の断面寸法的に難しい。こ
の介入は介入３における 2 階増築とは異な
り、自身に材の寸法を決定する権利がある。
よって１階部分の架構を見直すことにした。
→介入 1-5 へ戻る。

　 不 確 実 な 社 会 に お い て 、 将 来 起 こ り う る 事 象 を 予
測 す る こ と 困 難 で あ る 。 し か し 、 こ の 住 宅 の 歴 史 を
紐 解 き 当 時 の 社 会 の 動 向 と す り 合 わ せ る と 、 ど の よ
う な 要 請 が ど う い う 根 拠 に 基 づ い て 発 生 し た か と い
う 過 去 は 特 定 で き る 。 　
　
　 こ の 計 画 で は 、 過 去 に 増 改 築 が 行 っ た タ イ ミ ン グ
に ” 自 身 が タ イ ム リ ー プ ” し 、 発 生 し た 要 請 に 対 し
て 設 計 者 と し て 介 入 す る も の と す る 。 介 入 は 線 形 で
行 い 、 自 身 が 行 っ た 介 入 に 上 乗 せ す る 形 で 次 の 介 入
を 行 っ て い く 。 重 要 な の は 、 一 つ の 介 入 を 行 っ た と
き に そ の 介 入 の 良 し あ し は そ の 瞬 間 に 評 価 で き ず 、
次 の 介 入 を 行 う 際 に 初 め て 評 価 を す る こ と が で き る
点 で あ る 。 本 来 の 建 築 設 計 の 場 合 は 「 設 計 → 評 価 →
修 正 」 と い う 流 れ が 可 能 だ が 、 動 的 な 住 宅 の 設 計 の
場 合 は 、「 設 計 → 設 計 → 評 価 → 再 設 計 」 と い う 流 れ
に 書 き 換 わ る 。 こ の よ う に 可 逆 的 に 設 計 を 行 う こ と
で 、 一 手 一 手 が 徐 々 に 洗 練 さ れ 、 フ ラ ン ケ ン シ ュ タ
イ ン で は な い 生 身 の 人 間 を つ く る こ と に 近 づ く 。

　 最 終 的 に は 、 こ の 設 計 手 法 で 得 ら れ た 知 見 を を 共
有 可 能 化 す べ く 、「 動 的 な 住 宅 へ の 秘 伝 書 」 と し て
ま と め る 。

数歩下がって一歩進みまた下がる可逆的設計プロセス _ 提案２3-3
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手
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手
目(1990)

5

手
目(2009)

6

手
目(2020)

　エラー・・・・前回の介入では問題なかったが、次の介入が前回の介入
により遮断される状態。この状態に陥った場合、前回の介入を見直す。

　再設計・・・・次回の介入を遮断していた場　
　所を再度点検し、別の方法を検討し直すこと。

図 3 _ 可逆的設計プロセスの概略図

A01 参照

BK01 参照

A11 参照

A08 参照 A14 参照 A14 参照

A03 参照

A11-2 参照

A22 参照 A20 参照 A10 参照 A15 参照 A11 参照 A24 参照A01 参照A17 参照

A18 参照

A03 参照

A07 参照

A21 参照 A16 参照 A17 参照 A26 参照

A08 参照 A02 参照

一 連 の 経 験 を 共 有 可 能 化

 一 手 一 手 を 洗 練 さ せ る た め に 、 設 計 を 行 う 中 で 考 え た 些 細 な 事 、 ぶ つ か っ た 壁 、 突 破 す る 鍵 と な っ た 集 落 景 観 、 そ れ ら す べ て を 精 巧 に 記 録 し 続 け 、 後 に 振 り 返 る こ と が で き る 状 態 を つ く る 。

従 来 の 設 計 行 為 で あ れ ば 見 落 と し て し ま う よ う な 設 計 根 拠 を 一 つ 一 つ 丁 寧 に 点 検 し 続 け て い く 。

　 竣 工 と い う 概 念 が 存 在 す る 建 築 の 領 域 に お い て 、 設 計 を や り 直 し 続 け る 可 逆 的 設 計 手 法 は 実 際 の 建 築 設 計 で は そ

の ま ま 採 用 こ と は で き な い 。 ま た 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト の 一 連 の 設 計 も 、 あ る 種 の 特 殊 解 で し か な い 。 そ こ で こ の 修

士 研 究 の ま と め と し て 、 記録した全ての手数をもとに、建築が動的になるために設計者が心得るべきことを 2 6 項目記述し、動的な

住宅への秘伝の書としてまとめた。増 改 築 が 複 数 回 行 わ れ た 6 0 年 前 の 極 小 住 宅 の 設 計 と い う 特 殊 解 の 範 疇 に は と ど ま ら

ず に 、 こ の 計 画 か ら 得 ら れ た 知 見 を 全 建 築 設 計 者 が 共 有 可 能 な 状 態 と し て 還 元 す る 。 こ の 心 得 と 各 設 計 者 の 対 象 案

件 を 横 断 す る こ と で 、 あ る 一 点 の 価 値 に と ら わ れ ず に 、 時 間 軸 を 引 き 受 け た 建 築 の 設 計 が 可 能 に な る 。

可 逆 的 設 計 手 法 と プ ロ セ ス の 共 有

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
な
構
法
を
多
く
採
用
し
た
建
築
は
、
上
書
き
を
行
う
こ
と
が
容
易
で
あ
る
一
方
で
撤
去=

文
脈
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
発

生
を
助
長
す
る
。
一
度
文
脈
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
と
、
経
済
原
理
の
波
が
押
し
寄
せ
そ
の
土
地
の
成
り
立
ち
や
秩
序
と
は
無
関
係
に
一

定
の
環
境
が
供
給
さ
れ
て
ゆ
く
。
介
入
と
し
て
は
多
少
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
な
い
が
、「
地
面
と
強
固
に
接
続
す
る
部
材
を
増
や
す
」
等
、

単
な
る
経
済
原
理
に
任
せ
た
文
脈
の
キ
ャ
ン
セ
ル
か
ら
は
一
線
を
画
し
た
選
択
を
と
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

そ
の
九

オ
ー
バ
ー
な
反
応
を
示
し
、
軽
率
な
撤
去
を
回
避
す
る
べ
し
。

そ
の
九

　特
に
極
小
敷
地
に
お
い
て
は
、
南
面
に
巨
大
採
光
窓
・
北
側
水
回
り
の
配
置
で
の
計
画
が
大
半
だ
。
そ
れ
は
土
地
の
成
り
立
ち
と
は
切

り
離
さ
れ
あ
る
種
の
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
居
住
環
境
と
し
て
は
一
定
の
質
が
担
保
さ
れ
る
が
、
手
数
を
ふ
む
に
つ
れ
、
要
請
を
引
き
受

け
や
す
い
南
側
と
強
固
な
北
側
と
い
う
対
立
関
係
の
構
図
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
全
て
に
等
価
に
振
舞
う
こ
と
は
困
難
だ
が
、
可
能
な
限

り
全
方
位
に
対
し
て
均
質
的
に
構
え
る
こ
と
で
、
揺
れ
動
く
社
会
の
変
化
を
内
側
か
ら
識
別
可
能
な
強
靭
な
躯
体
に
な
る
こ
と
を
意
図
し

た
。

全
方
位
に
対
し
て
均
質
的
に
構
え
る
。

そ
の
十

基
礎
の
打
ち
方
の
点
検
。

断
熱
性
能
は
、
水
平
面
で
優
先
的
に
向
上
さ
せ
る
べ
し
。

社
会
の
動
向
を
受
け
や
す
い
も
の
と
は
適
切
な
距
離
を
と
る
べ
し

そ
の
十
一

そ
の
十
二

そ
の
十
三

　木
造
の
基
礎
に
は
大
き
く
分
け
て
、
べ
た
基
礎
・
布
基
礎
・
独
立
基
礎
が
存
在
す
る
。
独
立
基
礎
は
、
水
平
構
面
の
確
保
に
は
寄
与
し

な
い
た
め
採
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
限
ら
れ
る
。
い
っ
そ
の
こ
と
今
後
の
改
変
が
起
こ
り
う
る
ポ
イ
ン
ト
は
ベ
タ
基
礎
の
増
打
ち
や
、
ポ
イ

ン
ト
を
絞
っ
た
布
基
礎
の
新
設
を
選
択
す
る
方
が
、
事
後
的
な
介
入
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　度
重
な
る
要
請
の
中
で
も
、
天
井
は
そ
の
要
請
に
影
響
さ
れ
に
く
い
部
分
の
一
つ
だ(

逆
に
言
う
と
、
介
入
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
見

落
と
さ
れ
が
ち
な
部
分
と
も
言
え
る
が)

。
変
化
を
受
け
る
度
合
い
が
大
き
い
床
面
・
壁
面
で
は
な
く
、
天
井
面
の
断
熱
性
能
を
優
先
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
影
響
さ
れ
や
す
い
部
分
へ
性
能
を
荷
担
し
た
介
入
を
行
う
こ
と
に
バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

　対
象
の
住
宅
及
び
そ
の
周
辺
に
は
、
社
会
の
変
化
を
受
け
や
す
い
も
の
と
、
受
け
に
く
い
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
を
見
分
け

る
基
準
は
、
過
去
に
ど
れ
だ
け
そ
の
影
響
を
受
け
て
き
た
か
で
判
断
が
可
能
だ
。
例
え
ば
前
面
道
路
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
れ
は
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
・
緊
急
車
両
の
進
入
可
能
性
・
市
の
財
政
的
側
面
か
ら
の
整
備
等
の
影
響
を
顕
著
に
受
け
て
き
た
。
建
築
が
姿
か
た

ち
を
変
え
る
た
め
の
引
き
金
と
し
て
そ
れ
ら
を
と
ら
え
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
安
易
な
経
済
原
理
に
自
身
の
真
価
を
揺
さ
ぶ
れ
る
と
と
ら

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
社
会
の
動
向
を
受
け
や
す
い
も
の
と
は
、
癒
着
し
す
ぎ
ず
拒
絶
し
す
ぎ
な
い
適
切
な
距
離
感
を
保
た
ね
ば
、

真
の
意
味
で
動
的
な
状
態
を
実
現
す
る
の
は
難
し
い
。


